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(54)【発明の名称】 液晶表示装置およびその製造方法ならびに駆動方法

(57)【要約】
【課題】  フォトレジスト工程などの煩雑な工程を増加
させたり、高度な貼り合わせ技術を要求することなく、
高コントラストで、広視野角、狭視野角を容易に切換え
ることのできる、明るい液晶表示装置を提供する。ま
た、かかる液晶表示装置において、色ムラの発生を抑制
し、光による劣化を抑制した液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  少なくとも１つのコレステリック液晶層
からなるカラーフィルター層１０５が液晶セルの内側に
配置する。これにより、液晶を駆動する配線などとの目
合わせが、非常に容易になり、高開口率化が図れる。ま
た、散乱性のフィルム２０７の着脱または高分子分散型
液晶３０７のｏｎ、ｏｆｆにより広視野角と狭視野角の
切換えが容易にでき、液晶の配向方向を規定する必要な
く、光のｏｎ、ｏｆｆが行えるで、高速でスイッチング
する液晶モードを自由に使用することができる。さら
に、従来、偏光板で切り捨てていた光も有効利用できる
ので、明るい表示が可能で、カラーフィルターが従来と
異なり、光を吸収しないため、光による劣化を抑制でき
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１および第２の基板間に設けられた液
晶層と、
前記第１の基板の前記液晶層が存在する側に設けられた
コレステリック液晶層からなるカラーフィルター層と、
前記第２の基板に設けられた四分の一波長板および偏光
板とを備えた液晶表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の液晶表示装置において、
前記第２の基板には、さらに散乱性のフィルムが設けら
れている液晶表示装置。
【請求項３】  請求項２記載の液晶表示装置において、
前記散乱性のフィルムは、高分子分散型液晶を有し、
前記高分子分散型液晶は、電圧が印加されることによ
り、光を透過または散乱させる液晶表示装置。
【請求項４】  請求項１から３のいずれか１項に記載の
液晶表示装置において、
前記カラーフィルター層は、２原色に対応するように２
層設けられ、
前記２層のカラーフィルター層は、第１のねじれを有
し、
前記液晶表示装置は、さらに、前記第１の基板の前記液
晶層が存在しない側に３原色に対応するように設けられ
た３層のコレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層を備え、
前記３層のカラーフィルター層は、前記第１のねじれと
逆のねじれを有している液晶表示装置。
【請求項５】  請求項１から３のいずれか１項に記載の
液晶表示装置において、
前記カラーフィルター層は、２原色に対応するように２
層設けられ、
前記２層のカラーフィルター層は、第１のねじれを有
し、
前記液晶表示装置は、さらに、前記第１の基板の前記液
晶層が存在する側に３原色に対応するように設けられた
３層のコレステリック液晶層からなるカラーフィルター
層を備え、
前記３層のカラーフィルター層は、前記第１のねじれと
逆のねじれを有している液晶表示装置。
【請求項６】  請求項１から３のいずれか１項に記載の
液晶表示装置において、
前記カラーフィルター層は、２原色に対応するように２
層設けられ、
前記液晶表示装置は、さらに、前記第１の基板の前記液
晶層が存在しない側に四分の一波長板および偏光板を備
えた液晶表示装置。
【請求項７】  請求項1から３のいずれか１項に記載の
液晶表示装置において、
さらに、
前記第１の基板に設けられた複数の走査信号電極と、
前記第１の基板に前記走査信号電極に交差するように設
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けられた複数の映像信号電極と、
前記複数の走査信号電極と前記複数の映像信号電極の交
点に対応して設けられそれぞれが画素に対応する複数の
薄膜トランジスタと、
前記複数の薄膜トランジスタにそれぞれ接続された画素
電極と、
前記第２の基板に設けられ複数の前記画素に基準電位を
与えるための共通電極とを備え、
前記画素電極は、前記カラーフィルター層と前記液晶層
との間に設けられている液晶表示装置。
【請求項８】  請求項７記載の液晶表示装置において、
前記カラーフィルター層は、２原色に対応するように２
層設けられ、
前記２層のカラーフィルター層は、第１のねじれを有
し、
さらに、前記第１の基板の前記液晶層が存在しない側に
３原色に対応するように設けられた３層のコレステリッ
ク液晶層からなるカラーフィルター層を備え、
前記３層のカラーフィルター層は、前記第１のねじれと
逆のねじれを有している液晶表示装置。
【請求項９】  請求項７記載の液晶表示装置において、
前記カラーフィルター層は、２原色に対応するように２
層設けられ、
さらに、前記第１の基板の前記液晶層が存在しない側に
四分の一波長板および偏光板を備えた液晶表示装置。
【請求項１０】  請求項７から９のいずれか１項に記載
の液晶表示装置において、
前記複数の走査信号電極および前記複数の映像信号電極
の少なくともいずれか一方には、シールド用電極が設け
られ、
前記シールド用電極は、前記少なくともいずれか一方か
らの電界が前記液晶層の配向に影響しないように設けら
れる液晶表示装置。
【請求項１１】  請求項７から１０のいずれか１項に記
載の液晶表示装置において、
前記画素電極は、円または三角形以上の正多角形として
形成され、
前記共通電極は、前記画素電極よりも広い面積を有し、
前記画素電極の上部全体を覆う位置に設けられる液晶表
示装置。
【請求項１２】  請求項７から１０のいずれか１項に記
載の液晶表示装置において、
前記画素電極は、円または三角形以上の正多角形が複数
連結されてなる形状を有し、
前記共通電極は、前記画素電極よりも広い面積を有し、
前記画素電極の上部全体を覆う位置に設けられる液晶表
示装置。
【請求項１３】  請求項１１または１２に記載の液晶表
示装置において、
前記共通電極は、前記第２の基板の概ね全面に亘って形
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成されている液晶表示装置。
【請求項１４】  請求項１１から１３のいずれか１項に
記載の液晶表示装置において、
前記画素電極は、円または三角形以上の正多角形に切り
込み部が形成されてなる形状を有している液晶表示装
置。
【請求項１５】  請求項１１から１４のいずれか１項に
記載の液晶表示装置において、
前記画素電極は、円または三角形以上の正多角形の端部
が外方に向けて突出してなる形状を有している液晶表示
装置。
【請求項１６】  請求項１１から１５のいずれか１項に
記載の液晶表示装置において、
前記画素電極には、凹部が形成されている液晶表示装
置。
【請求項１７】  請求項１から１６のいずれか１項に記
載の液晶表示装置において、
前記液晶層は、高分子有機化合物を含んでいる液晶表示
装置。
【請求項１８】  請求項１から１７のいずれか１項に記
載の液晶表示装置において、
前記液晶層は、誘電率異方性が負である液晶からなり、
前記液晶は、電圧が印加されないときに、前記第１およ
び第２の基板に対して概ね垂直に配向している液晶表示
装置。
【請求項１９】  請求項１８記載の液晶表示装置におい
て、
前記液晶は、前記電圧が印加されたときに前記液晶が倒
れる方向にプレチルト角を予め有している液晶表示装
置。
【請求項２０】  請求項1から１７のいずれか１項に記
載の液晶表示装置において、
前記液晶層は、誘電率異方性が正である液晶からなり、
前記液晶は、電圧が印加されないときに、ねじれネマチ
ック構造を有している液晶表示装置。
【請求項２１】  請求項２０記載の液晶表示装置におい
て、
複数の画素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立ち
上がり方向が互いに異なる複数の領域を有している液晶
表示装置。
【請求項２２】  請求項２０記載の液晶表示装置におい
て、
複数の画素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子のねじ
れ方向が互いに異なる複数の領域を有している液晶表示
装置。
【請求項２３】  請求項２０記載の液晶表示装置におい
て、
複数の画素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立ち
上がり方向およびねじれ方向が互いに異なる４つの領域
を有している液晶表示装置。
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【請求項２４】  請求項２１から２３のいずれか１項に
記載の液晶表示装置において、
前記第１および第２の基板のいずれか一方に対する前記
液晶層の液晶のプレチルト角が１°以下である液晶表示
装置。
【請求項２５】  請求項1から１７のいずれか１項に記
載の液晶表示装置において、
前記液晶層は、誘電率異方性が正である液晶からなり、
前記液晶は、電圧が印加されないときに、ホモジニアス
構造を有している液晶表示装置。
【請求項２６】  請求項２５記載の液晶表示装置におい
て、
複数の画素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立ち
上がり方向が互いに異なる複数の領域を有している液晶
表示装置。
【請求項２７】  請求項２６記載の液晶表示装置におい
て、
前記第１および第２の基板のいずれか一方に対する前記
液晶層の液晶のプレチルト角が１°以下である液晶表示
装置。
【請求項２８】  請求項1から１７のいずれか１項に記
載の液晶表示装置において、
前記液晶層は、強誘電性液晶からなり、表面安定化強誘
電性液晶モードである液晶表示装置。
【請求項２９】  請求項1から１７のいずれか１項に記
載の液晶表示装置において、
前記液晶層は、無閾型の強誘電性液晶からなる液晶表示
装置。
【請求項３０】  請求項1から２７のいずれか１項に記
載の液晶表示装置をドット反転駆動する液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項３１】  請求項1から２９のいずれか１項に記
載の液晶表示装置を、１フレームが終了する前に、黒状
態にする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３２】（ａ）  上側基板および下側基板を提供
することと、（ｂ）  モノマーまたはオリゴマを含む液
晶を提供することと、（ｃ）  前記下側基板の上に、コ
レステリック液晶層からなるカラーフィルター層を形成
することと、（ｄ）  前記カラーフィルター層と前記上
側基板の間に、前記液晶を注入することと、（ｅ）  前
記（ｄ）ステップの後に、前記モノマーまたは前記オリ
ゴマを前記液晶中で高分子化することとを備えた液晶表
示装置の製造方法。
【請求項３３】（ｆ）  上側基板および下側基板を提供
することと、（ｇ）  誘電率異方性が負である液晶から
なる液晶層を提供することと、ここで、前記液晶は、電
圧が印加されないときに前記上側および下側基板に対し
て概ね垂直に配向し、前記電圧が印加されたときに前記
液晶が倒れる方向にプレチルト角を予め有し、（ｈ）  
前記下側基板の上に、コレステリック液晶層からなるカ
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ラーフィルター層を形成することと、（ｉ）  前記カラ
ーフィルター層と前記上側基板の間に、前記液晶層を形
成することと、（ｊ）  前記液晶の前記プレチルト角を
光照射によって形成することとを備えた液晶表示装置の
製造方法。
【請求項３４】  請求項３３記載の液晶表示装置の製造
方法において、
前記（ｊ）ステップにおいて、前記光照射は、前記上側
基板および前記下側基板の少なくともいずれか一方に対
して斜めから行う液晶表示装置の製造方法。
【請求項３５】  請求項３３記載の液晶表示装置の製造
方法において、
前記（ｊ）ステップにおいて、前記光照射では、偏光の
照射を前記上側基板および前記下側基板の少なくともい
ずれか一方に対して斜めから行う液晶表示装置の製造方
法。
【請求項３６】（ｋ）  上側基板および下側基板を提供
することと、（ｌ）  誘電率異方性が正である液晶から
なる液晶層を提供することと、ここで、前記液晶は、電
圧が印加されないときにねじれネマチック構造を有し、
プレチルト角を予め有し、（ｍ）  前記下側基板の上
に、コレステリック液晶層からなるカラーフィルター層
を形成することと、（ｎ）  前記カラーフィルター層と
前記上側基板の間に、前記液晶層を形成することと、
（ｏ）  画素を複数提供することと、ここで、前記複数
の画素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立ち上が
り方向が互いに異なる複数の領域を有し、を備えた液晶
表示装置の製造方法。
【請求項３７】（ｐ）  上側基板および下側基板を提供
することと、（ｑ）  誘電率異方性が正である液晶から
なる液晶層を提供することと、ここで、前記液晶は、電
圧が印加されないときにねじれネマチック構造を有し、
プレチルト角を予め有し、（ｒ）  前記下側基板の上
に、コレステリック液晶層からなるカラーフィルター層
を形成することと、（ｓ）  前記カラーフィルター層と
前記上側基板の間に、前記液晶層を形成することと、
（ｔ）  画素を複数提供することと、ここで、前記複数
の画素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子のねじれ方
向が互いに異なる複数の領域を有し、を備えた液晶表示
装置の製造方法。
【請求項３８】（ｕ）  上側基板および下側基板を提供
することと、（ｖ）  誘電率異方性が正である液晶から
なる液晶層を提供することと、ここで、前記液晶は、電
圧が印加されないときにねじれネマチック構造を有し、
プレチルト角を予め有し、（ｗ）  前記下側基板の上
に、コレステリック液晶層からなるカラーフィルター層
を形成することと、（ｘ）  前記カラーフィルター層と
前記上側基板の間に、前記液晶層を形成することと、
（ｙ）  画素を複数提供することと、ここで、前記複数
の画素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立ち上が*
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*り方向およびねじれ方向が互いに異なる４つの領域を有
し、
を備えた液晶表示装置の製造方法。
【請求項３９】  請求項３６から３８のいずれか１項に
記載の液晶表示装置の製造方法において、
前記液晶の前記プレチルト角は、前記上側および下側基
板のいずれか一方に対して１°以下に設定される液晶表
示装置の製造方法。
【請求項４０】  請求項３９記載の液晶表示装置の製造
方法において、
前記プレチルト角を１°以下に設定するステップは、偏
光を前記上側および下側基板の少なくともいずれか一方
に対して概ね垂直方向から照射する液晶表示装置の製造
方法。
【請求項４１】（ａａ）  上側基板および下側基板を提
供することと、（ａｂ）  誘電率異方性が正である液晶
からなる液晶層を提供することと、ここで、前記液晶
は、電圧が印加されないときにホモジニアス構造を有
し、プレチルト角を予め有し、（ａｃ）  前記下側基板
の上に、コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層を形成することと、（ａｄ）  前記カラーフィルタ
ー層と前記上側基板の間に、前記液晶層を形成すること
と、（ａｅ）  画素を複数提供することと、ここで、前
記複数の画素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立
ち上がり方向が互いに異なる複数の領域を有し、を備え
た液晶表示装置の製造方法。
【請求項４２】  請求項４１記載の液晶表示装置の製造
方法において、
前記液晶の前記プレチルト角は、前記上側および下側基
板のいずれか一方に対して１°以下に設定される液晶表
示装置の製造方法。
【請求項４３】  請求項４２記載の液晶表示装置の製造
方法において、
前記プレチルト角を１°以下に設定するステップは、偏
光を前記上側および下側基板の少なくともいずれか一方
に対して概ね垂直方向から照射する液晶表示装置の製造
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置およ
びその製造方法に関し、特に、製造が容易であり、しか
も視角特性の優れた液晶表示装置およびその製造方法に
関する。
【０００２】
【従来の技術】従来広く使用されているねじれネマティ
ック（ｔｗｉｓｔｅｄ  ｎｅｍａｔｉｃ；以下“ＴＮ”
と略記する）型の液晶表示装置においては、電圧非印加
時の液晶分子が基板表面に平行になっている「白」表示
状態から、印加電圧に応じて液晶分子が電界方向に配向
ベクトルの向きを変化させていくことにより、「白」表
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7
示状態から次第に「黒」表示となる。
【０００３】しかし、この電圧印加の液晶分子の特有の
挙動により、ＴＮ型液晶表示装置の視野角が狭いという
問題がある。この視野角が狭いという問題は、中間調表
示における液晶分子の立ち上がり方向において特に著し
い。
【０００４】さらに、液晶表示装置の使用目的によって
は、他人に見られることを好まない場合もあり、広視野
角であるのみならず、狭視野角に切換可能であることも
求められている。
【０００５】液晶表示装置の視角特性を改善する方法と
して、特開平４－２６１５２２号公報または、特開平６
－４３４６１号（特許番号第２５６５６３９号）公報ま
たは特開平１０－３３３１８０号公報に開示されている
ような技術が提案されている。これらの技術では、ホメ
オトロピック配向させた液晶セルを作成し、偏光軸が直
交するように設置した２枚の偏光板の間に挟み、図２１
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）に示すように、開口部を有する
共通電極を使用することにより、各画素内に斜め電界を
発生させ、これにより各画素を２個以上の液晶ドメイン
とし、視角特性を改善している。図２１（ａ）、
（ｂ）、（ｃ）において、符号１２０１はカラーフィル
ター基板、１２０２は共通基板、１２０３は配向膜、１
２０４は画素電極、１２０７は下側基板（ＴＦＴ基
板）、１２０８は液晶分子、１２１７はスリット、をそ
れぞれ示している。
【０００６】特開平４－２６１５２２号（特公平７－８
６６２２号）公報では特に、電圧を印加したときに液晶
が傾く方向を制御することによって、高コントラストを
実現している。また、特開平６－４３４６１号公報に記
載されているように、必要に応じて光学補償板を使用
し、黒の視角特性を改善している。
【０００７】さらに、特開平６－４３４６１号公報にお
いては、ホメオトロピック配向させた液晶セルのみなら
ず、ＴＮ配向させたセルにおいても、斜め電界により各
画素を２個以上のドメインに分割し、視角特性を改善し
ている。
【０００８】さらに特開平１０－３３３１８０号公報に
は、開口部を有する共通電極によって生成される斜め電
界の効果が、薄膜トランジスタ、ゲートライン、ドレイ
ンラインからの電界に影響されることを防ぐために、薄
膜トランジスタ、ゲートライン、ドレインラインを表示
電極の下部に配置することが述べられている。
【０００９】さらに特開平１０－２０３２３号公報に
は、液晶層に２種以上の微小領域が共存する液晶表示装
置において、一方の基板に開口部を有し、開口部に第二
の電極を設け、この第二の電極に電圧を印加することに
よって斜め電界を生じ、画素内の液晶の配向方向を分割
し、広視野角化する技術が、主にＴＮ配向させたセルに
ついて述べられている。
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【００１０】また、特表平５－５０５２４７号公報に、
液晶分子を基板と水平方向に保ったまま回転させるた
め、２つの電極を共に片方の基板上に設けるようにし、
この２つの電極間に電圧をかけて、基板と水平方向の電
界を生じさせるようにしたＩｎ－Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔ
ｃｈｉｎｇ（ＩＰＳ）方式の液晶表示装置が提案されて
いる。この方式では、電圧を印加したときに液晶分子の
長軸が基板に対して立ち上がることはない。このため視
角方向を変えたときの液晶の複屈折の変化が小さく、視
野角が広いという特徴がある。
【００１１】さらに、Ｊｏｕｒｎａｌ  ｏｆ  Ａｐｐｌ
ｉｅｄ  Ｐｈｙｓｉｃｓ，Ｖｏｌ．４５，Ｎ０．１２
（１９７４）５４６６または、特開平１０－１８６３５
１号公報には上記のＩＰＳモードの他に誘電率異方性が
正の液晶をホメオトロピック配向させておき、基板に水
平方向の電界で液晶分子を基板と水平方向に倒す方式が
述べられている。このとき、電界の方向のためホメオト
ロピック配向させた液晶分子は傾く方向が異なる２つ以
上の領域に分かれる結果、視野角の広い液晶表示装置が
得られる。
【００１２】また、特開平１０－１８６３３０号公報に
は、感光性物質を用いて正方形の壁を作成し、この構造
を基本単位として画素を形成し、電圧印加により誘電率
異方性が負の液晶を各画素内で分割して倒すことが提案
されている。
【００１３】上記の従来技術では、液晶表示装置を広視
野角にするだけであるが、特開平１０－１４２５７７号
公報、特開平１０－１９７８４４号公報には、広視野角
と狭視野角を切換えることができる液晶表示装置が提案
されている。
【００１４】特開平１０－１４２５７７号公報において
は、ＴＮモードにおいて１画素にＴＦＴを２つ構成し、
１画素を立ち上がる角度の異なる領域に分割し、いわゆ
る容量分割方式と同様の広視野角化を行い、挟視野角の
場合は一方のＴＦＴのみｏｎ状態にして、通常のＴＮと
して動作させることが提案されている。
【００１５】また、特開平１０－１９７８４４号公報に
おいては、通常のＴＮ素子に加えて二色性色素を混合し
たゲストホスト（ＧＨ）液晶素子を積み重ね、このＧＨ
液晶素子に電圧を印加することによって視角特性を制御
することが提案されている。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、これら
の共通電極に開口部を有する技術においては、通常のＴ
Ｎ型の液晶表示装置の作製工程では必要とされない“共
通電極１２０２についてのフォトレジスト工程等の微細
加工工程”が必要となるとともに、上下基板１２０１、
１２０７の高度な貼りあわせ技術が必要とされるという
問題がある。
【００１７】この問題はＴＦＴなどのスイッチング素子
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9
を用いたアクティブマトリクス液晶表示装置の場合、特
に大きな問題である。
【００１８】すなわち、通常のアクティブマトリックス
液晶表示装置では、一方の透明基板上に薄膜ダイオード
等のアクティブ素子を作製するため、フォトレジスト工
程等の微細加工工程が必要とされるのは、アクティブ素
子を作製する片側の基板のみであり、通常「共通電極」
と呼ばれる他の基板においては微細加工を施す必要はな
く、全面に電極が形成されているのみである。ところ
が、従来技術においては、通常は微細加工が必要とされ
ていない「共通電極」についても、フォトレジスト工程
等の微細加工工程が必要とされ、工程が増加すると共
に、上下基板１２０１、１２０７の高度な貼り合わせ技
術が必要とされることになる。
【００１９】さらに特開平１０－３３３１８０号公報に
記載されているように、薄膜トランジスタ、ゲートライ
ン、ドレインラインを表示電極の下部に配置すると、開
口率が低下するという問題があった。
【００２０】また、特開平１０－２０３２３号公報に記
載されている技術では、駆動時に第二の電極に電圧を印
加するための、特殊な駆動が必要となる、配向分割する
ために第二の電極に電圧を印加する工程が必要となると
いう問題があった。
【００２１】また、ＩＰＳ方式および垂直配向した液晶
を横方向電界で倒す方式においては、開口率が低くな
る、高速化のためにセルギャップを小さくすると駆動電
圧が高くなるという問題があった。
【００２２】さらに、ＩＰＳ方式、および垂直配向した
液晶を横方向電界で駆動する方式においては、従来で
は、液晶が配置される層と対向基板との間にカラーフィ
ルターの層が配置されていたため、特にＴＦＴ構造でス
イッチング素子を形成した場合、ソース電極と引き出さ
れている共通電極との間に電位を印加することで形成さ
れる電界が、カラーフィルターの層に影響を及ぼし、表
示の特性を悪化させるという問題があった。
【００２３】すなわち、カラーフィルター層を構成する
色素には、不純物としてナトリウムイオンなどが含まれ
ているため、カラーフィルターの層に電界がかかると、
そこに電荷がたまって、チャージアップする。そしてカ
ラーフィルター層がチャージアップすると、その箇所の
下部の液晶に不要な電界がいつでもかかっている状態と
なるため、表示特性に特に色ムラとして影響を及ぼすと
いう問題があった。
【００２４】また、壁を作成する方法では、液晶の配向
分割を行うために、フォトリソグラフィーを用いて壁を
作成する必要があり、やはり工程が増加するという問題
点があった。
【００２５】さらに、先にも述べたように、これらの方
式では広視野角液晶表示装置は得られるものの、広視野
角と狭視野角を切換えることはできなかった。
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【００２６】また、容量分割方式で広視野角と狭視野角
を切換える方式では、ＴＦＴを２つ作成する必要があ
り、開口率の低下、歩留まりの悪化などの問題を生じ、
さらに、容量分割方式での広視野角化は上記の他の広視
野角化技術に比べて、満足できる広視野角化は達成され
ない。
【００２７】ＧＨ液晶素子で視野角を制御する方式にお
いても、スイッチング素子に通常のＴＮモードを用いて
いるので、広視野角で使用しているつもりでもその視野
角は通常のＴＮモードの狭い視野角特性となっている。
【００２８】さらに、上記のモードはすべて２枚の偏光
板を用いているので、利用できる光が無偏光の１／２で
あり、明るい表示を得ることが原理的に困難であった。
【００２９】なお、特開平９－３０４６１３号公報に
は、次のカラーフィルターおよびその製造方法が記載さ
れている。高分子とコレステリック液晶を混合してなる
フィルムであり、コレステリック液晶が高分子と相分離
しており、該コレステリック液晶のドメインの線方向か
ら観測したコレステリック液晶の選択反射の波長が４０
０～８００ｎｍにカラーフィルターである。高分子とコ
レステリック液晶の混合体をフィルムに成形後、該フィ
ルムを延伸する上記カラーフィルターの製造方法であ
る。高分子と重合性化合物基を有するコレステリック液
晶の混合体をフィルムに成形し、該フィルムを延伸した
後、該重合性化合物基を重合する上記カラーフィルター
の製造方法である。
【００３０】特開平１０－９０７２７号公報には、次の
液晶表示素子が記載されている。配向処理の方向が略平
行で、基板界面での液晶の傾きが上下基板で略平行とな
るように配向処理の施された透明電極を有する一対の基
板間に、液晶層厚の１．１倍から２倍の自然ピッチを有
する誘電異方性が正のコレステリック液晶を挟持し、液
晶分子が厚み方向に略３６０°ねじれた第一の配向状態
と第一の状態よりねじれ角が３６０°小さい第二の配向
状態の二つの配向状態を切り替えできる液晶セルと、液
晶層より裏面に形成された非偏光解消性の光反射部材５
１と、液晶層より前面に配置され、その吸収軸が、基板
界面での液晶の配向方向と略４５°の角度を成すように
配置された偏光板とから構成され、液晶の光学異方性と
厚さの積が観察光の中心波長の略１／４としたことを特
徴とする液晶表示素子である。
【００３１】特開平１１－２８２３８７号公報には、次
の反射型カラー液晶表示素子が記載されている。透明基
板上に透明基板の基板面に対してらせん軸を垂直にした
コレステリック層を設けてなるカラーフィルタと、カラ
ーフィルタと平行に設けられた偏光板と、カラーフィル
タと偏光板との間に設けられ、偏光板を通過した光を円
偏光にしてカラーフィルタ側に透過させる１／４波長板
と、カラーフィルタを挟んで偏光板と平行に設けられた
反射板と、反射板とカラーフィルタとの間に設けられた
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11
液晶セルとを備えたものである。
【００３２】本発明の目的は、上記のような従来技術の
問題、すなわち、フォトレジスト工程などの煩雑な工程
を増加させたり、高度な貼り合わせ技術を要求すること
のない液晶表示装置を提供することである。他の目的
は、高コントラストで、かつ高輝度で、視野角特性に優
れた広視野角モードと狭視野角モードを簡便に切換える
ことができる液晶表示装置を提供することである。ま
た、かかる液晶表示装置において、色ムラの発生を抑制
することを目的としている。本発明の別の目的は、その
ような、液晶表示装置を容易に作成する製造方法を提供
することである。本発明のさらに別の目的は、そのよう
な液晶表示装置を、高速で駆動する駆動方法を提供する
ことである。
【００３３】
【課題を解決するための手段】その課題を解決するため
の手段が、下記のように表現される。その表現中の請求
項対応の技術的事項には、括弧（）つき、番号、記号等
が添記されている。その番号、記号等は、請求項対応の
技術的事項と実施の複数・形態のうちの少なくとも一つ
の形態の技術的事項との一致・対応関係を明白にしてい
るが、その請求項対応の技術的事項が実施の形態の技術
的事項に限定されることを示されるためのものではな
い。
【００３４】本発明の液晶表示装置は、第１および第２
の基板（１０３、１０６）間に設けられた液晶層（１０
４）と、前記第１の基板（１０６）の前記液晶層（１０
４）が存在する側に設けられたコレステリック液晶層か
らなるカラーフィルター層（１０５）と、前記第２の基
板（１０３）に設けられた四分の一波長板（１０２）お
よび偏光板（１０１）とを備えている。
【００３５】本発明の液晶表示装置において、前記第２
の基板（１０３）には、さらに散乱性のフィルム（２０
７）が設けられている。
【００３６】本発明の液晶表示装置において、前記散乱
性のフィルムは、高分子分散型液晶（３０７）を有し、
前記高分子分散型液晶（３０７）は、電圧が印加される
ことにより、光を透過または散乱させる。
【００３７】本発明の液晶表示装置において、前記カラ
ーフィルター層（４０５、４０８）は、２原色に対応す
るように２層設けられ、前記２層のカラーフィルター層
（４０５、４０８）は、第１のねじれを有し、前記液晶
表示装置は、さらに、前記第１の基板（４０６）の前記
液晶層（４０４）が存在しない側に３原色に対応するよ
うに設けられた３層のコレステリック液晶層からなるカ
ラーフィルター層（４０９、４１０、４１１）を備え、
前記３層のカラーフィルター層（４０９、４１０、４１
１）は、前記第１のねじれと逆のねじれを有している。
【００３８】本発明の液晶表示装置において、前記カラ
ーフィルター層（５０５、５０８）は、２原色に対応す

12
るように２層設けられ、前記２層のカラーフィルター層
（５０５、５０８）は、第１のねじれを有し、前記液晶
表示装置は、さらに、前記第１の基板（４０６）の前記
液晶層（４０４）が存在する側に３原色に対応するよう
に設けられた３層のコレステリック液晶層からなるカラ
ーフィルター層（５０９、５１０、５１１）を備え、前
記３層のカラーフィルター層（５０９、５１０、５１
１）は、前記第１のねじれと逆のねじれを有している。
【００３９】本発明の液晶表示装置において、前記カラ
ーフィルター層（６０５、６０８）は、２原色に対応す
るように２層設けられ、前記液晶表示装置は、さらに、
前記第１の基板（６０６）の前記液晶層（６０４）が存
在しない側に四分の一波長板（６１２）および偏光板
（６１３）を備えている。
【００４０】本発明の液晶表示装置において、さらに、
前記第１の基板（７０６）に設けられた複数の走査信号
電極（７２２ａ）と、前記第１の基板（７０６）に前記
走査信号電極（７２２ａ）に交差するように設けられた
複数の映像信号電極（７２０ａ）と、前記複数の走査信
号電極（７２２ａ）と前記複数の映像信号電極（７２０
ａ）の交点に対応して設けられそれぞれが画素に対応す
る複数の薄膜トランジスタと、前記複数の薄膜トランジ
スタにそれぞれ接続された画素電極（７１５）と、前記
第２の基板（７０３）に設けられ複数の前記画素に基準
電位を与えるための共通電極（７１２）とを備え、前記
画素電極（７１５）は、前記カラーフィルター層（７０
５、７０８）と前記液晶層（７０４）との間に設けられ
ている。
【００４１】本発明の液晶表示装置において、前記カラ
ーフィルター層（７０５、７０８）は、２原色に対応す
るように２層設けられ、前記２層のカラーフィルター層
（７０５、７０８）は、第１のねじれを有し、さらに、
前記第１の基板（７０６）の前記液晶層（７０４）が存
在しない側に３原色に対応するように設けられた３層の
コレステリック液晶層からなるカラーフィルター層（７
０９、７１０、７１１）を備え、前記３層のカラーフィ
ルター層（７０９、７１０、７１１）は、前記第１のね
じれと逆のねじれを有している。
【００４２】本発明の液晶表示装置において、前記カラ
ーフィルター層（７０５、７０８）は、２原色に対応す
るように２層設けられ、さらに、前記第１の基板（７０
６）の前記液晶層（７０４）が存在しない側に四分の一
波長板および偏光板を備えている。
【００４３】本発明の液晶表示装置において、前記複数
の走査信号電極（７２２ａ）および前記複数の映像信号
電極（７２０ａ）の少なくともいずれか一方には、シー
ルド用電極が設けられ、前記シールド用電極は、前記少
なくともいずれか一方からの電界が前記液晶層（７０
４）の配向に影響しないように設けられる。
【００４４】本発明の液晶表示装置において、前記画素
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電極（７１５）は、円または三角形以上の正多角形とし
て形成され、前記共通電極（７１２）は、前記画素電極
（７１５）よりも広い面積を有し、前記画素電極（７１
５）の上部全体を覆う位置に設けられる。
【００４５】本発明の液晶表示装置において、前記画素
電極（７１５）は、円または三角形以上の正多角形が複
数連結されてなる形状を有し、前記共通電極（７１２）
は、前記画素電極（７１５）よりも広い面積を有し、前
記画素電極（７１５）の上部全体を覆う位置に設けられ
る。
【００４６】本発明の液晶表示装置において、前記共通
電極（７１２）は、前記第２の基板（７０３）の概ね全
面に亘って形成されている。
【００４７】本発明の液晶表示装置において、前記画素
電極（７１５）は、円または三角形以上の正多角形に切
り込み部が形成されてなる形状を有している。
【００４８】本発明の液晶表示装置において、前記画素
電極（７１５）は、円または三角形以上の正多角形の端
部が外方に向けて突出してなる形状を有している。
【００４９】本発明の液晶表示装置において、前記画素
電極（７１５）には、凹部が形成されている。
【００５０】本発明の液晶表示装置において、前記液晶
層（１０４）は、高分子有機化合物を含んでいる。
【００５１】本発明の液晶表示装置において、前記液晶
層（１０４）は、誘電率異方性が負である液晶からな
り、前記液晶は、電圧が印加されないときに、前記第１
および第２の基板（１０３、１０６）に対して概ね垂直
に配向している。
【００５２】本発明の液晶表示装置において、前記液晶
は、前記電圧が印加されたときに前記液晶が倒れる方向
にプレチルト角を予め有している。
【００５３】本発明の液晶表示装置において、前記液晶
層は、誘電率異方性が正である液晶からなり、前記液晶
は、電圧が印加されないときに、ねじれネマチック構造
を有している。
【００５４】本発明の液晶表示装置において、複数の画
素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立ち上がり方
向が互いに異なる複数の領域を有している。
【００５５】本発明の液晶表示装置において、複数の画
素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子のねじれ方向が
互いに異なる複数の領域を有している。
【００５６】本発明の液晶表示装置において、複数の画
素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立ち上がり方
向およびねじれ方向が互いに異なる４つの領域を有して
いる。
【００５７】本発明の液晶表示装置において、前記第１
および第２の基板のいずれか一方に対する前記液晶層の
液晶のプレチルト角が１°以下である。
【００５８】本発明の液晶表示装置において、前記液晶
層は、誘電率異方性が正である液晶からなり、前記液晶
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は、電圧が印加されないときに、ホモジニアス構造を有
している。
【００５９】本発明の液晶表示装置において、複数の画
素のそれぞれは、前記液晶層の液晶分子の立ち上がり方
向が互いに異なる複数の領域を有している。
【００６０】本発明の液晶表示装置において、前記第１
および第２の基板のいずれか一方に対する前記液晶層の
液晶のプレチルト角が１°以下である。
【００６１】本発明の液晶表示装置において、前記液晶
層は、強誘電性液晶からなり、表面安定化強誘電性液晶
モードである。
【００６２】本発明の液晶表示装置において、前記液晶
層は、無閾型の強誘電性液晶からなる。
【００６３】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
液晶表示装置をドット反転駆動するものである。
【００６４】本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記
液晶表示装置を、１フレームが終了する前に、黒状態に
するものである。
【００６５】本発明の液晶表示装置の製造方法は、
（ａ）  上側基板および下側基板を提供することと、
（ｂ）  モノマーまたはオリゴマを含む液晶を提供する
ことと、（ｃ）  前記下側基板の上に、コレステリック
液晶層からなるカラーフィルター層を形成することと、
（ｄ）  前記カラーフィルター層と前記上側基板の間
に、前記液晶を注入することと、（ｅ）  前記（ｄ）ス
テップの後に、前記モノマーまたは前記オリゴマを前記
液晶中で高分子化することとを備えている。
【００６６】本発明の液晶表示装置の製造方法は、
（ｆ）  上側基板および下側基板を提供することと、
（ｇ）  誘電率異方性が負である液晶からなる液晶層を
提供することと、ここで、前記液晶は、電圧が印加され
ないときに前記上側および下側基板に対して概ね垂直に
配向し、前記電圧が印加されたときに前記液晶が倒れる
方向にプレチルト角を予め有し、（ｈ）  前記下側基板
の上に、コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層を形成することと、（ｉ）  前記カラーフィルター
層と前記上側基板の間に、前記液晶層を形成すること
と、（ｊ）  前記液晶の前記プレチルト角を光照射によ
って形成することとを備えている。
【００６７】本発明の液晶表示装置の製造方法におい
て、前記（ｊ）ステップにおいて、前記光照射は、前記
上側基板および前記下側基板の少なくともいずれか一方
に対して斜めから行う。
【００６８】本発明の液晶表示装置の製造方法におい
て、前記（ｊ）ステップにおいて、前記光照射では、偏
光の照射を前記上側基板および前記下側基板の少なくと
もいずれか一方に対して斜めから行う。
【００６９】本発明の液晶表示装置の製造方法は、
（ｋ）  上側基板および下側基板を提供することと、
（ｌ）  誘電率異方性が正である液晶からなる液晶層を
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提供することと、ここで、前記液晶は、電圧が印加され
ないときにねじれネマチック構造を有し、プレチルト角
を予め有し、（ｍ）  前記下側基板の上に、コレステリ
ック液晶層からなるカラーフィルター層を形成すること
と、（ｎ）  前記カラーフィルター層と前記上側基板の
間に、前記液晶層を形成することと、（ｏ）  画素を複
数提供することと、ここで、前記複数の画素のそれぞれ
は、前記液晶層の液晶分子の立ち上がり方向が互いに異
なる複数の領域を有し、を備えている。
【００７０】本発明の液晶表示装置の製造方法は、
（ｐ）  上側基板および下側基板を提供することと、
（ｑ）  誘電率異方性が正である液晶からなる液晶層を
提供することと、ここで、前記液晶は、電圧が印加され
ないときにねじれネマチック構造を有し、プレチルト角
を予め有し、（ｒ）  前記下側基板の上に、コレステリ
ック液晶層からなるカラーフィルター層を形成すること
と、（ｓ）  前記カラーフィルター層と前記上側基板の
間に、前記液晶層を形成することと、（ｔ）  画素を複
数提供することと、ここで、前記複数の画素のそれぞれ
は、前記液晶層の液晶分子のねじれ方向が互いに異なる
複数の領域を有し、を備えている。
【００７１】本発明の液晶表示装置の製造方法は、
（ｕ）  上側基板および下側基板を提供することと、
（ｖ）  誘電率異方性が正である液晶からなる液晶層を
提供することと、ここで、前記液晶は、電圧が印加され
ないときにねじれネマチック構造を有し、プレチルト角
を予め有し、（ｗ）  前記下側基板の上に、コレステリ
ック液晶層からなるカラーフィルター層を形成すること
と、（ｘ）  前記カラーフィルター層と前記上側基板の
間に、前記液晶層を形成することと、（ｙ）  画素を複
数提供することと、ここで、前記複数の画素のそれぞれ
は、前記液晶層の液晶分子の立ち上がり方向およびねじ
れ方向が互いに異なる４つの領域を有し、を備えてい
る。
【００７２】本発明の液晶表示装置の製造方法におい
て、前記液晶の前記プレチルト角は、前記上側および下
側基板のいずれか一方に対して１°以下に設定される。
【００７３】本発明の液晶表示装置の製造方法におい
て、前記プレチルト角を１°以下に設定するステップ
は、偏光を前記上側および下側基板の少なくともいずれ
か一方に対して概ね垂直方向から照射する。
【００７４】本発明の液晶表示装置の製造方法は、（ａ
ａ）  上側基板および下側基板を提供することと、（ａ
ｂ）  誘電率異方性が正である液晶からなる液晶層を提
供することと、ここで、前記液晶は、電圧が印加されな
いときにホモジニアス構造を有し、プレチルト角を予め
有し、（ａｃ）  前記下側基板の上に、コレステリック
液晶層からなるカラーフィルター層を形成することと、
（ａｄ）  前記カラーフィルター層と前記上側基板の間
に、前記液晶層を形成することと、（ａｅ）画素を複数
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提供することと、ここで、前記複数の画素のそれぞれ
は、前記液晶層の液晶分子の立ち上がり方向が互いに異
なる複数の領域を有し、を備えている。
【００７５】本発明の液晶表示装置の製造方法におい
て、前記液晶の前記プレチルト角は、前記上側および下
側基板のいずれか一方に対して１°以下に設定される。
【００７６】本発明の液晶表示装置の製造方法におい
て、前記プレチルト角を１°以下に設定するステップ
は、偏光を前記上側および下側基板の少なくともいずれ
か一方に対して概ね垂直方向から照射する。
【００７７】
【発明の実施の形態】本発明の一実施形態の液晶表示装
置が説明される。まず、本発明の実施形態の考え方が通
して説明され、その後、具体的に図面を参照して、第１
から第９の実施形態および第１から１０の実施例が説明
される。
【００７８】本発明による液晶表示装置は、２枚の基板
（１０３、１０６）間に液晶層（１０４）が挟持され、
第１の基板（１０６）の液晶層（１０４）が存在する側
にコレステリック液晶層からなるカラーフィルター層
（１０５）を有し、第２の基板（１０３）に四分の一波
長板（１０２）、偏光板（１０１）を有することを特徴
とする液晶表示装置である。ここで、四分の一波長板
（１０２）、偏光板（１０１）は第２の基板（１０３）
のどちら側にあってもよいが、製造の容易さから第２の
基板（１０３）の液晶（１０４）が存在しない側、すな
わち液晶セルの外側、に設置することが一般的である。
【００７９】さらに望ましくは、２枚の基板（２０３、
２０６）間に液晶層（２０４）が挟持され、第１の基板
（２０６）の液晶層（２０４）が存在する側にコレステ
リック液晶層からなるカラーフィルター層（２０５）を
有し、第２の基板（２０３）に四分の一波長板（２０
２）、偏光板（２０１）および散乱性のフィルム（２０
７）を有することを特徴とする液晶表示装置である。
【００８０】広視野角と狭視野角を簡便に切換えるため
には、この散乱性のフィルム（２０７）は容易に着脱可
能であることが、望ましい。また、広視野角と狭視野角
を簡便に切換えるために、散乱性のフィルム（２０７）
を着脱する代りに、高分子分散型液晶（３０７）で散乱
性のフィルムを構成し、電圧無印加で散乱状態（広視野
角）、電圧印加で透過状態（狭視野角）のように電圧の
ｏｎ、ｏｆｆにより広視野角と狭視野角を切換えられる
ようにしてもよい。
【００８１】いずれの場合においても、第１の基板（１
０６、２０６、３０６）の液晶層（１０４、２０４、３
０４）が存在する側にコレステリック層からなるカラー
フィルター層（１０５、２０５、３０５）を有すること
が重要である。このことにより、従来方法では得ること
ができない視差のない明るい表示を得ることができるよ
うになる。以下、このことについて簡単に説明する。
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【００８２】カラーフィルター層を液晶素子の外側、す
なわち、基板の液晶層が存在しない側にコレステリック
層を配置し、カラーフィルター層としてコレステリック
液晶層を利用することは、Ｒ．Ｍａｕｅｒ，  Ｄ．Ａｎ
ｄｒｅｊｅｗｓｋｉ，  Ｆ－Ｈ．Ｋｒｅｕｚｅｒ，  
Ａ．Ｍｉｌｌｅｒ，ＳＩＤ  ９０  ＤＩＧＥＳＴ  ＰＰ
１１０－１１２（１９９０）に述べられている。
【００８３】カラーフィルターとして使用する形態は各
種あるが、例えば、この引用例のＦｉｇｕｒｅ６に示さ
れているように、３原色のうち２色ずつに対応するピッ
チのコレステリック液晶層で二分の一波長板を挟みＲ，
Ｇ，Ｂの３原色を得るようにすることができる。
【００８４】上記引用例では、これらの積層構造をカラ
ーフィルターとして液晶素子の外側に配置して使用する
のであるが、実際には液晶素子には、特にアクティブマ
トリクスで駆動する場合は、細かい各画素の周囲に液晶
を駆動するための配線があり、各画素とそれぞれのカラ
ーフィルターの色素を精密に目合わせして貼りあわせる
必要が生じる。単純マトリクスで駆動する場合も、液晶
が駆動されるエリアは決まっているので、やはり目合わ
せしてカラーフィルターを精密に貼りあわせる必要があ
る。目合わせがずれると開口率の低下、色の混合など好
ましくない現象が生じる。このことは画素の精細度が上
がればより顕著になり、大きな問題であった。
【００８５】本発明で述べるように、第１の基板（１０
６、２０６、３０６）の液晶層（１０４、２０４、３０
４）が存在する側にコレステリック層からなるカラーフ
ィルター層（１０５、２０５、３０５）を有するように
すれば、この目合わせの問題は解決され、開口率に優れ
た明るい視差のない液晶表示装置を得ることができる。
【００８６】ここで、コレステリック液晶層（１０５、
２０５、３０５）をカラーフィルター層として用いるこ
とで、従来の吸収型のカラーフィルターに比べ、光の損
失が少ない、光が吸収されない、などの理由で、例え
ば、高輝度が要求される液晶プロジェクター用のライト
バルブに適用しても、明るい、吸収した光が熱に変換さ
れることによる部材の劣化がない、などの優れた特徴を
有する。
【００８７】さらに広視野角が要求される場合、散乱性
のフィルム（２０７）を偏光板（２０１）の上に配置す
るだけで、充分な性能の広視野角化が可能であり、さら
に、このフィルム（２０７）を着脱可能にする、あるい
は高分子分散型液晶（３０７）を用いることで、容易に
広視野角と挟視野角の切換が可能となる。
【００８８】従来、散乱性のフィルムを用いることで、
液晶表示装置を広視野角化する場合、隣の画素からの光
が同時に見えてしまういわゆる視差が大きな問題となっ
ていた。これは偏光板が液晶層に比べて厚い基板の外側
にあるため、起こる問題で、引用例のようにカラーフィ
ルター層を液晶素子の外側に貼り付けても全く同様であ
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った。これを解決するためには、バックライトの光を非
常に精度のよい平行光にする必要があり、高コストとな
るという大きな問題があった。
【００８９】本発明におけるように、コレステリック液
晶層からなるカラーフィルター層（１０５、２０５、３
０５）を液晶素子の内側、すなわち第１の基板（１０
６、２０６、３０６）の液晶層（１０４、２０４、３０
４）が存在する側に、配置することで初めてこの視差の
問題が解決できた。
【００９０】なお、従来の吸収型のカラーフィルターを
液晶素子の内側に配置することは既知であるが、これで
は偏光板が厚い基板の外側にあるため、視差の問題は解
決できないことは明らかである。
【００９１】本発明における液晶表示装置においては、
広視野角化の機能を散乱性のフィルム（２０７）が達成
してくれるので、液晶のモードには特に広視野角である
ことが要求されず、液晶モードの選択の幅が広がる。し
たがって、液晶モードは、高速応答で、かつ明るいモー
ドから自由に選択して用いればよい。
【００９２】特に、本発明における垂直配向モードの場
合、原理的に高コントラストであることに加え、電圧印
加により液晶が倒れさえすれば、倒れる方向に無関係
に、明るくなるため、ラビングその他の配向制御が不要
となり、画素設計の自由度が広がる、液晶材料の選択の
幅が広くなるなどの利点がある。
【００９３】また、広視野角化のための負の補償フィル
ムも不要となるので、フィルムと液晶層とのリタデーシ
ョンの調整が不要で、製造が容易となる。
【００９４】さらに、２枚の四分の一波長板を用いて、
垂直配向液晶がその倒れる方向によらず明るくなること
を利用し、垂直配向液晶の高輝度化を行うという方法も
考えられるが、四分の一波長板のリタデーションのた
め、広視野角特性が犠牲になり、これを補償するため
に、さらに正ならびに負の補償フィルムを設置し、それ
ぞれのフィルムのリタデーションを正確に合わせ込む必
要があり、製造が煩雑となる。これに対し、本発明にお
いては、そのような操作は一切不要であり、製造上大き
な利点となる。
【００９５】また、全く同様な理由で、垂直配向のかわ
りにＴＮモードでありかつラビングを行わないいわゆる
アモルファスＴＮモードを用いた場合にも、大きな利点
がある。
【００９６】また、上下基板（１００３、１００６）に
水平配向膜を用い、ラビングせずにホモジニアス配向を
させた液晶（方位角方向には様々な方向を向いている）
（１００４）に上下方向に電圧を印加し、液晶を立ち上
げるモードについても、全く同様な理由で大きな利点が
ある。
【００９７】本発明においては、応答速度が非常に速い
強誘電性液晶を用いることも可能である。このとき、Ｔ
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ＦＴ駆動で中間調表示が可能な無閾型の強誘電性液晶を
用いることが、特に望ましい。
【００９８】特に、液晶を薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
などのスイッチング素子で駆動する、いわゆる、アクテ
ィブマトリクス駆動の場合、本発明における液晶表示装
置においては、カラーフィルター層と液晶を駆動するた
めのスイッチング素子が同じ基板にあるため、上下２枚
の基板の目合わせも不要となり、製造上、非常に有利で
ある。
【００９９】本発明における基板はガラス基板を使用す
るのが一般的であるが、軽量化のためにプラスチック基
板を用いてもよい。
【０１００】本発明における液晶表示装置では、液晶セ
ルに配向分割を施す必要は特にないが、狭視野角で使用
した場合の視角特性、パネル面内での明るさの均一性な
どの観点、ならびに応答速度の観点から、配向分割した
液晶セルを用いた方がよい場合は、配向分割を行っても
よい。
【０１０１】その配向分割を行うときは特に上下基板
（７０３、７０６）における電極（７１２、７１５）の
大きさ、形状に着目した以下に述べるような構造が、製
造工程も増えず有利である。すなわち、第１の基板（７
０６）上の電極（７１５）が対称性のよい形状であり、
第２の基板（７０３）上の電極（７１２）が第１の基板
（７０６）上の電極（７１５）の上部全体を覆い、かつ
第２の基板（７０３）上の電極（７１２）が第１の基板
（７０６）上の電極（７１５）より広いことを特徴とす
る。
【０１０２】ここで、対称性のよい形状とは、図９
（ａ）に示すような円、三角形以上の正多角形の形状を
さす。このような対称性のよい電極（７１５）を用い、
対向側の電極（７１２）を、この対称性のよい形状の電
極（７１５）よりも広く、かつ対称性のよい電極（７１
５）の上部全体を覆うように作成することで、両電極
（７１２、７１５）間に電圧を印加した場合、図７に示
すように上下に斜め電界が対称性よく生じ、誘電率異方
性が負で垂直配向している液晶（７１４）では倒れる方
向が、2種類以上となり、画素内の液晶（７１４）の配
向分割を行うことができる。
【０１０３】すなわち、自然に生じる斜め電界によっ
て、画素の中央に分割境界が生成し、画素電極（７１
５）の端から中央に向って液晶（７１４）が倒れる。画
素電極（７１５）の形状を対称的にすれば、液晶（７１
４）は自然に画素電極（７１５）の各辺から中央に向っ
て倒れるので、自然に分割される。多角形は、正確に正
多角形である必要はなく、ある程度の変形はあってもか
まわない。
【０１０４】通常の液晶表示装置の場合、画素電極（７
１５）は長方形であるが、図９（ｂ）に示すように、画
素に切り込みをいれ、いくつかの対称性のよい形状が連
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なった形状とすることで、各対称性のよい形状の部分
で、上記のように配向分割を行うことができるので、全
体として対称性のよい形状の電極と同様の効果が得られ
る。
【０１０５】また、分割位置をさらに確実にするため
に、図１０（ａ）、（ｂ）、図１１（ａ）に示すよう
に、画素電極（７１５）の一部に切り込みを入れる、画
素電極（７１５）の角の部分が外側に向って突出ている
ような形にする、画素電極（７１５）の一部を除去する
（すなわち分割境界に沿って破線のように画素電極（７
１５）が無い部分を設ける）、などの構造を作成してお
いてもよい。さらに図１１（ｂ）の実線で示す位置の画
素電極（７１５）の一部に凹部を設ける構造にしてもよ
い。また、これらの形状を組み合わせて用いてもよい。
【０１０６】凹部を設ける構造の場合、オーバーコート
層（７１６）を掘り込む構造にすることによって、工程
を煩雑にすることなく凹部を深く作成することができ、
境界部の固定をより確実にすることができる。
【０１０７】また、垂直配向の場合は、電圧を印加する
と渦巻き状の配向に安定化していくが、カイラル剤を入
れて、この配向をさらに安定化して、応答速度を速くし
てもよい。また、上記の画素（７１５）の一部の切り込
みや、凹部の形を画素（７１５）内で渦巻き状に設定し
てもよい。
【０１０８】誘電率異方性が正でねじれネマチック配向
している液晶の場合の例を図１２および図１３に示す。
上下基板（９０３、９０６）にラビングまたは光配向の
処理を行い、液晶（９１４）の配向方向を規定する。こ
の場合、プレチルト角はできるだけ小さいことが望まし
く、１°以下できれば０°であることが望ましい。この
ような配向は例えば、ラビング方向と垂直方向に配向す
る配向膜（９１３）や、光配向膜に基板（９０３、９０
６）の法線方向から偏光を照射することによって容易に
得ることができる。また、カイラル剤は入れない。
【０１０９】このような状態で上下の電極（９０３、９
０６）間に電圧を印加すると、上下の電極（９１２、９
１５）の形状の特性のため、斜め電界が対称性よく生じ
る。画素の各部分では、右ねじれと左ねじれの両方が生
じる可能性があるが、この斜め電界のため、例えば、図
１３の画素（９１５）の各部分では、一方のねじれ方向
が優先的に生じ、自動的に図１３のような配向状態が生
じる。すなわち、第１の基板（９０６）上の電極（９１
５）が対称性のよい形状であり、第２の基板（９０３）
上の電極（９１２）が第１の基板（９０６）上の電極
（９１５）の上部全体を覆い、かつ第２の基板（９０
３）上の電極（９１２）が第１の基板（９０６）上の電
極（９１５）より広いという効果によって、ねじれネマ
チック配向の場合も、自然に対称性のよい画素分割が可
能である。
【０１１０】分割位置をさらに確実にするために、画素
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電極（９１５）の角の部分が外側に向って突出ているよ
うな形にする、画素電極（９１５）の一部に切り込みを
入れる、画素電極（９１５）の一部を除去する（すなわ
ち分割境界に沿って破線のように画素電極（９１５）が
無い部分を設ける）、などの構造を作成する工夫など
は、誘電率異方性が負の場合の例と全く同様である。
【０１１１】以上はカイラル剤を入れない場合であった
が、カイラル剤を入れてもよい。この場合は立ち上がり
方向のみが異なる２分割のＴＮとなり、画素内の液晶の
配向分割を行うことができる。
【０１１２】また、液晶の誘電率異方性が正で、電圧無
印加時にホモジニアス配向をとっている場合の例を図１
４および図１５に示す。この場合上下基板（１００３、
１００６）にラビング、または光配向の処理を行い、液
晶の配向方向を規定する。この場合も、ねじれネマチッ
ク配向の場合と同様、プレチルト角はほとんど０°が望
ましく、このような配向は、ラビング方向と垂直方向に
配向する配向膜や、光配向膜に基板の法線方向から偏光
を照射することによって容易に得ることができる。ま
た、カイラル剤は入れない。
【０１１３】このような状態で上下の電極（１０１２、
１０１５）間に電圧を印加すると、上下の電極（１０１
２、１０１５）の形状の特性のため、斜め電界が対称性
よく生じる。基板界面での液晶の配向方向が規定されて
いるため立ち上がり方向が異なる２種類のドメインが生
じる。ホモジニアス配向の場合は、特に、境界領域を安
定化させるためには、中央部に凹部が設けられているこ
とが望ましい。
【０１１４】どの液晶モードを使用する場合であって
も、本発明においては、上下基板に電極が存在するの
で、ＩＰＳ方式および、垂直配向した液晶を横方向電界
で倒す方式において問題となっていたカラーフィルター
層におけるチャージアップによる色ムラの問題も解決す
ることができる。
【０１１５】本発明は、特にＴＦＴなどのスイッチング
素子を用いたアクティブマトリクス液晶表示装置の場
合、効果が著しい。すなわち、アクティブマトリクス液
晶表示装置の場合、通常のＴＮモードを用いた液晶表示
素子では、フォトレジスト工程等の微細加工工程が必要
とされるのは、アクティブ素子を作製する片側の基板の
みであり、通常「共通電極」と呼ばれる他の基板におい
ては微細加工を施す必要はなく、全面に電極が形成され
ているのみである。このままでは、視野角が狭いので、
視野角を広げるために画素内の液晶に配向分割を施そう
とすると、従来技術ではフォトレジスト工程が増加す
る。このフォトレジスト工程の増加は、生産設備への負
荷、歩留まりの低下を引き起こすので、ないことが望ま
しい。本発明によれば、フォトレジスト工程の増加がな
く画素内の液晶の配向分割を行うことができる。
【０１１６】特に、アクティブマトリクス液晶表示装置
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の場合、走査信号電極、映像信号電極からの横方向電界
の影響で、不必要なディスクリネーションラインが画素
電極部に入り込むことがある。このような問題は、走査
信号電極、映像信号電極と画素電極との距離を大きくす
ることで解決することができるが、余りこの距離を大き
くすることは、画素サイズが小さくなった場合、開口率
の観点から望ましくない。この問題を解決するもう一つ
の方法は、走査信号電極、映像信号電極の少なくとも一
方の上部に画素電極の一部またはシールド用の電極を配
置することである。すなわち、画素電極で走査信号電
極、映像信号電極のすべてをシールドすると開口率が低
下する。そこで、走査信号電極、映像信号電極の少なく
とも一方の上部に、画素電極またはシールド用の電極を
配置することによって、開口率の低下を防ぐことができ
る。ここで、どのような配置を選ぶかは、画素の形状と
走査信号電極、映像信号電極の配置、ならびにシールド
用の電極の作成手順を考えて、最もよい配置を選ぶこと
ができる。
【０１１７】さらに本発明では、カラーフィルター層と
液晶層の間に、画素電極が配置されている。このことに
より、カラーフィルター層と画素電極との目合わせすら
不要になり、上下基板の重ね合わせ精度が大幅に軽減さ
れる。このような顕著な効果を得ることは、共通電極に
開口部を有する技術においては、全く不可能である。か
つ、このようにカラーフィルター層と液晶層の間に、画
素電極を配置することよって、走査信号電極、映像信号
電極からの横方向電界の影響を大幅に軽減することがで
きる。
【０１１８】また、本発明における液晶表示装置は、共
通電極と画素電極の間に電圧を印加することによって、
初期配向を制御した後、液晶中に少量混合した重合性の
モノマーまたはオリゴマーを高分子化することによっ
て、初期の液晶配向をさらに確実なものにすることがで
きる。初期配向を制御する際には、加熱により液晶層を
等方相にした後、共通電極と画素電極の間に電圧を加え
ながら、温度を降下させてもよいし、室温で共通電極と
画素電極の間に電圧を印加するだけでもよい。また、モ
ノマーの反応も等方相に加熱する前に起こさせても、加
熱中に起こさせてもよいし、冷却後に起こさせてもよ
い。室温で共通電極と画素電極の間に電圧を印加し、初
期配向を制御する場合も、電圧印加の前に反応を起こさ
せておいてもよいし、電圧印加後に、反応を起こさせて
もよい。このとき通常の駆動の形式で配向分割ができる
ので、特開平１０－２０３２３号公報に記載されている
ように第二の電極（制御電極）に電圧を印加する工程は
必要ない。
【０１１９】また、本発明における液晶表示装置の製造
方法は、基板にあらかじめ光配向などの方法を使用し
て、分割形状に従ったプレチルト角の制御を行い、初期
配向の制御を極めて確実にしてもよい。これにより、斜
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め電界とプレチルト角の効果が相乗的に効いて、どちら
か一方の処理よりも、はるかに効果的に分割配向が実現
できる。例えば、ケイ皮酸基のような偏光により液晶の
配向を制御できる官能基を有する物質、または、エーエ
ムエルシーディー‘９６／アイディーダブリュ’９６の
ダイジェストオブテクニカルペイパーズ（ＡＭ－ＬＣＤ
‘９６／ＩＤＷ’９６Ｄｉｇｅｓｔ  ｏｆ  Ｔｅｃｈｎ
ｉｃａｌ  Ｐａｐｅｒ）の第３３７ページに記載されて
いるような偏光照射により感光基が重合するような高分
子を配向膜に用いて、分割形状にそった方向にプレチル
ト角がつくように、各部にマスクを介して、斜め方向か
ら偏光を照射する。この場合は、多角形の辺の数が余り
多いと光配向の操作が増えるので、８角形から４角形程
度が望ましい。
【０１２０】このような分割配向の方法はよく知られて
いるが、このような場合でも、液晶中に少量混合した重
合性のモノマーまたはオリゴマーを高分子化することに
より、駆動時においてもより確実に分割を維持すること
ができる。
【０１２１】本発明に使用するモノマー，オリゴマとし
ては、光硬化性モノマー，熱硬化性モノマー，あるいは
これらのオリゴマ等のいずれを使用することもでき、ま
た、これらを含むものであれば他の成分を含んでいても
よい。本発明に使用する「光硬化性モノマー又はオリゴ
マ」とは、可視光線により反応するものだけでなく、紫
外線により反応する紫外線硬化モノマー等を含み、操作
の容易性からは特に後者が望ましい。
【０１２２】また、本発明で使用する高分子化合物は、
液晶性を示すモノマー、オリゴマーを含む液晶分子と類
似の構造を有するものでもよいが、必ずしも液晶を配向
させる目的で使用されるものではないため、アルキレン
鎖を有するような柔軟性のあるものであってもよい。ま
た、単官能性のものであってもよいし、２官能性のも
の，３官能以上の多官能性を有するモノマー等でもよ
い。
【０１２３】本発明で使用する光または紫外線硬化モノ
マーとしては、例えば、２－エチルへキシルアクリレー
ト，ブチルエチルアクリレート，ブトキシエチルアクリ
レート，２－シアノエチルアクリレート，ベンジルアク
リレート，シクロヘキシルアクリレート，２－ヒドロキ
シプロピルアクリレート，２－エトキシエチルアクリレ
ート，Ｎ、Ｎーエチルアミノエチルアクリレート，Ｎ、
Ｎージメチルアミノエチルアクリレート，ジシクロペン
タニルアクリレート，ジシクロペンテニルアクリレー
ト，グリシジルアクリレート，テトラヒドロフルフリル
アクリレート，イソボニルアクリレート，イソデシルア
クリレート，ラウリルアクリレート，モルホリンアクリ
レート，フェノキシエチルアクリレート，フェノキシジ
エチレングリコールアクリレート，２，２，２－トリフ
ルオロエチルアクリレート，２，２，３，３，３－ペン
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タフルオロプロピルアクレート，２，２，３，３－テト
ラフルオロプロピルアクリレート，２，２，３，４，
４，４－ヘキサフルオロブチルアクリレート等の単官能
アクリレート化合物を使用することができる。
【０１２４】また、２－エチルヘキシルメタクリレー
ト，ブチルエチルメタクリレート，ブトキシエチルメタ
クリレート，２－シアノエチルメタクリレート，ベンジ
ルメタクリレート，シクロヘキシルメタクリレート，２
－ヒドロキシプロピルメタクリレート，２－エトキシエ
チルアクリレート，Ｎ、Ｎージエチルアミノエチルメタ
クリレート，Ｎ、Ｎージメチルアミノエチルメタクリレ
ート，ジシクロペンタニルメタクリレート，ジシクロペ
ンテニルメタクリレート，グリシジルメタクリレート，
テトラヒドロフルフリルメタクリレート，イソボニルメ
タクリレート，イソデシルメタクリレート，ラウリルメ
タクリレート，モルホリンメタクリレート，フェノキシ
エチルメタクリレート，フェノキシジエチレングリコー
ルメタクリレート，２，２，２－トリフルオロエチルメ
タクリレート，２，２，３，３－テトラフルオロプロピ
ルメタクリレート，２，２，３，４，４，４－ヘキサフ
ルオロブチルメタクリレート等の単官能メタクリレート
化合物を使用することができる。
【０１２５】さらに、４，４’－ビフェニルジアクリレ
ート，ジエチルスチルベストロールジアクリレート，
１，４－ビスアクリロイルオキシベンゼン，４，４’－
ビスアクリロイルオキシジフェニルエーテル，４，４’
－ビスアクリロイルオキシジフェニルメタン，３，９－
ビス［１，１－ジメチルー２－アクリロイルオキシエチ
ル］－２，４，８，１０－テトラスピロ［５，５］ウン
デカン，α，α′－ビス［４－アクリロイルオキシフェ
ニル］－１，４－ジイソプロピルベンゼン，１，４－ビ
スアクリロイルオキシテトラフルオロベンゼン，４，
４’－ビスアクリロイルオキシオクタフルオロビフェニ
ル，ジエチレングリコールジアクリレート，１，４－ブ
タンジオールジアクリレート，１，３－ブチレングリコ
ールジアクリレート，ジシクロペンタニルジアクリレー
ト，グリセロールジアクリレート，１，６－ヘキサンジ
オールジアクリレート，ネオペンチルグリコールジアク
リレート，テトラエチレングリコールジアクリレート，
トリメチロールプロパントリアクリレート，ペンタエリ
スリトールテトラアクリレート，ペンタエリスリトール
トリアクリレート，ジトリメチロールプロパンテトラア
クリレート，ジペンタエリスリトールヘキサアクリレー
ト，ジペンタエリスリトールモノヒドロキシペンタアク
リレート，４，４’－ジアクリロイルオキシスチルベ
ン，４，４’－ジアクリロイルオキシジメチルスチルベ
ン，４，４’－ジアクリロイルオキシジエチルスチルベ
ン，４，４’－ジアクリロイルオキシジプロピルスチル
ベン，４，４’－ジアクリロイルオキシジブチルスチル
ベン，４，４’－ジアクリロイルオキシジペンチルスチ



(14) 特開２００１－３２４７１０

10

20

30

40

50

25
ルベン，４，４’－ジアクリロイルオキシジヘキシルス
チルベン，４，４’－ジアクリロイルオキシジフルオロ
スチルベン，２，２，３，３，４，４－ヘキサフルオロ
ペンタンジオール－１，５－ジアクリレート，１，１，
２，２，３，３－ヘキサフルオロプロピル－１，３－ジ
アクリレート，ウレタンアクリレートオリゴマ等の多官
能アクリレート化合物を用いることができる。
【０１２６】さらにまた、ジエチレングリコールジメタ
クリレート，１，４－ブタンジオールジメタクリレー
ト，１，３－ブチレングリコールジメタクリレート，ジ
シクロペンタニルジメタクリレート，グリセロールジメ
タクリレート，１，６－へキサンジオールジメタクリレ
ート，ネオペンチルグリコールジメタクリレート，テト
ラエチレングリコールジメタクリレート，トリメチロー
ルプロパントリメタクリレート，ペンタエリスリトール
テトラメタクリレート，ペンタエリスリトールトリメタ
クリレート，ジトリメチロールプロパンテトラメタクリ
レート，ジペンタエリスリトールヘキサメタクリレー
ト，ジペンタエリスリトールモノヒドロキシペンタメタ
クリレート，２，２，３，３，４，４－ヘキサフルオロ
ペンタンジオールー１，５－ジメタクリレート，ウレタ
ンメタクリレートオリゴマ等の多官能メタクリレート化
合物，その他スチレン，アミノスチレン，酢酸ビニル等
があるが、これに限定されるものではない。
【０１２７】また、本発明の素子の駆動電圧は、高分子
材料と液晶材料の界面相互作用にも影響されるため、フ
ッ素元素を含む高分子化合物であってもよい。このよう
な高分子化合物として、２，２，３，３，４，４－へキ
サフルオロペンタンジオール－１，５－ジアクリレー
ト，１，１，２，２，３，３－へキサフルオロプロピル
－１，３－ジアクリレート，２，２，２－トリフルオロ
エチルアクリレート，２，２，３，３，３－ペンタフル
オロプロピルアクリレート，２，２，３，３－テトラフ
ルオロプロピルアクリレート，２，２，３，４，４，４
－へキサフルオロブチルアクリレート，２，２，２－ト
リフルオロエチルメタクリレート，２，２，３，３－テ
トラフルオロプロピルメタクリレート，２，２，３，
４，４，４－ヘキサフルオロブチルメタクリレート，ウ
レタンアクリレートオリゴマ等を含む化合物から合成さ
れた高分子化合物が挙げられるが、これに限定されるも
のではない。
【０１２８】本発明に使用する高分子化合物として光ま
たは紫外線硬化モノマーを使用する場合には、光または
紫外線用の開始剤を使用することもできる。この開始剤
としては、種々のものが使用可能であり、たとえば、
２，２－ジエトキシアセトフェノン，２－ヒドロキシ－
２－メチル－１－フェニル－１－オン，１－（４－イソ
プロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロ
パン－１－オン，１－（４－ドデシルフェニル）－２－
ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン等のアセト
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フェノン系、ベンゾインメチルエーテル，ベンゾインエ
チルエーテル，ベンジルジメチルケタール等のベンゾイ
ン系、ベンゾフェノン，ベンゾイル安息香酸，４－フェ
ニルベンゾフェノン，３，３－ジメチル－４－メトキシ
ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系、チオキサンソ
ン，２－クロルチオキサンソン，２－メチルチオキサン
ソン等のチオキサンソン系、ジアゾニウム塩系、スルホ
ニウム塩系、ヨードニウム塩系、セレニウム塩系等が使
用できる。
【０１２９】なお、分割に関しては、画素間の間隔を充
分に離せば通常は問題はないが、特に設計の都合上、画
素が接近する場合などは、駆動に際し、隣り合う画素ご
とに印加される電圧の正負が逆になるいわゆるドット反
転駆動を行えば、斜め電界の発生状況がより望ましい方
向となり、より良い分割を与える。さらに、動画表示に
おける切れをよくする目的で１フレームの中で黒状態に
戻すリセットをいれて駆動することができる。
【０１３０】以下、本発明の実施の形態について、具体
的に説明する。
（第１の実施形態）
【０１３１】本発明の液晶表示装置を図１を用いて説明
する。図１は本発明の第１の形態を表す断面図である。
第１の透明性基板１０６の液晶層１０４が存在する側
に、コレステリック液晶層からなるカラーフィルター層
１０５が有ることが特徴である。このため、第１の基板
１０６上に存在する配線（図示せず）などとの目合わせ
が容易になり、開口率に優れた、製造が容易な液晶表示
装置を提供することができる。
【０１３２】また、対向側にある第２の透明性基板１０
３には目合わせを必要とする要素がないため、上下基板
１０３、１０６の目合わせが不必要となり、第２の基板
にカラーフィルター層がある通常の液晶表示装置と比較
しても、製造は容易である。
【０１３３】原理的には、コレステリック液晶層からな
るカラーフィルター層１０５を通過した光は、このコレ
ステリック層１０５のねじれと逆方向に回転する円偏光
である。液晶層１０４に電圧を印加することで、液晶層
１０４のリタデーションを変化させ、この円偏光の透過
量を制御する。どのようなモードであっても通常液晶層
１０４はｏｎまたはｏｆｆで半波長板と同じ働きをす
る。したがって、液晶層１０４を通過すると、液晶層１
０４が半波長板の働きをした場合は、逆向きに回転する
円偏光となり、液晶層１０４がリタデーションを変化さ
せずにそのまま光を通過させたときは同じ向きの円偏光
となる。
【０１３４】液晶層１０４を通過した光が、四分の一波
長板１０２を通過すると直線偏光にかわる。このとき回
転の向きが逆の円偏光は互いに直交する直線偏光に変わ
る。したがって、四分の一波長板１０２の光軸と偏光板
１０１の透過軸を４５°ずらせて配置しておけば、いず



(15) 特開２００１－３２４７１０

10

20

30

40

50

27
れか一方の円偏光が偏光板１０１を通過し、もう一方の
円偏光は偏光板１０１を通過できない。すなわちコレス
テリック層１０５のピッチに対応した色の光のｏｎ、ｏ
ｆｆができる。印加電圧を変化させることによって液晶
層１０４のリタデーションを調整することで、透過光量
の調整を行うことができる。
【０１３５】このとき、コレステリック液晶層を用いた
カラーフィルター層１０５は、光を吸収しないため、照
射光の強度が上がっても、光が熱に変り、部材を劣化さ
せることはない。また、光の吸収がないので光の利用効
率が高く、高輝度の液晶表示装置が得られる。
【０１３６】さらに、コレステリック液晶層１０５に反
射されたコレステリック液晶層１０５のねじれと同じ方
向に回転する円偏光は、第１の基板１０６との界面さら
にその外側のバックライトの表面などで反射するが、反
射により円偏光の向きが逆になるので、カラーフィルタ
ー層１０５を透過することができるようになり、通常の
偏光板を２枚使用した液晶表示装置では入射側の偏光板
で切り捨てていた５０％の光も利用することができ、原
理的には入射光を１００％利用できる。このため明るい
表示が可能となる。
【０１３７】さらに、カラーフィルター層１０５を通過
した後の光が円偏光であるため、液晶の初期配向の方向
に制限がなくなり、水平配向モードでは、ラビングによ
る初期配向の規定の必要はなくなる。また、垂直配向モ
ードでも、液晶の倒れる方向を制御する必要はなくな
り、製造が容易な液晶表示装置を提供できる。
【０１３８】実際にフルカラーを実現しようとすると、
後に詳しく述べるように、コレステリック液晶層１０５
は１種類ではなく、数種類の層を組み合わせるか、もう
一組の偏光板と四分の一波長板と組み合わせる必要があ
るが、光の利用効率の観点から、コレステリック液晶層
を組み合わせる方が望ましい。
【０１３９】なお、透明性基板１０３、１０６には、通
常ガラス基板が用いられるが、重さ、柔軟性の観点から
プラスチック基板を用いてもよい。
【０１４０】（第２の実施形態）本発明における第２の
実施の形態を図２に示す。第１の実施の形態に、散乱性
を有するフィルム２０７が加わったものである。図２に
おいて、符号２０１は偏光板、２０２は四分の一波長
板、２０３は透明性基板２、２０４は液晶層、２０５は
コレステリック液晶層からなるカラーフィルター層、２
０６は透明性基板１、２０７は散乱性フィルムを示して
いる。
【０１４１】第１の実施の形態で述べたように、コレス
テリック液晶層からなるカラーフィルター層２０５を第
１の基板２０６の液晶層２０４が存在する側に有する液
晶表示装置は、明るく、製造が容易という利点を有する
が、四分の一波長板２０２の複屈折性が方位角方向にお
いて異なるために、広視野角化を図る際、補償フィルム
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のリタデーションを精密に合わせこむ必要がある、見る
角度によっては、階調反転、黒の白浮きなどの現象があ
る、などの問題がある。
【０１４２】第２の実施形態においては、広視野角を容
易に得られるようにしたものである。さらに、第２の実
施の形態では、広視野角と狭視野角を容易に切換えるこ
とができる方法を提案する。透過光量を液晶層２０４に
印加する電圧で制御する点は第１の実施の形態と全く同
様である。偏光板２０１を通過した光は散乱板２０７に
より、その散乱性に応じた角度で散乱する。この散乱の
角度を調節することで、容易に広視野角化を図ることが
できる。
【０１４３】所望の角度に散乱する散乱性フィルム２０
７を用意しておき、それを液晶表示装置の偏光板２０１
の上で置き換えるだけで、所望の視角特性を得ることが
できる。また、液晶層２０４の液晶モードを視野角が狭
い通常のＴＮモードにしておけば、散乱性フィルム２０
７の着脱だけで、広視野角、狭視野角の切換ができる。
【０１４４】先にも述べたように、散乱性フィルムを用
いて、液晶表示装置の広視野角化を図る場合、隣の画素
の影響が除けず、文字がだぶって見えるなどの視差の問
題があった。そのため、バックライトの平行性を非常に
よくする必要があり、製造が容易ではなかった。これに
対し、本発明における第２の実施の形態では、偏光板の
役目をするコレステリック液晶層からなるカラーフィル
ター層２０５が液晶層２０４と近接しているため、バッ
クライトに特殊なものを使用しなくても、視差の問題を
解決することができる。
【０１４５】（第３の実施形態）本発明における第３の
実施形態を図３（ａ）、（ｂ）に示す。第２の実施の形
態の散乱性のフィルム２０７のかわりに高分子分散型液
晶３０７に置き換えたものである。図３（ａ）、（ｂ）
において、符号３０１は偏光板、３０２は四分の一波長
板、３０３は透明性基板２、３０４は液晶層、３０５は
コレステリック液晶層からなるカラーフィルター層、３
０６は透明性基板１、３０７は高分子分散型液晶を示し
ている。
【０１４６】高分子分散型液晶３０７は、高分子媒体中
に液晶滴が分散したもので、通常は電圧を印加しない状
態のときに、媒体の高分子の屈折率と液晶の平均屈折率
が合わず、散乱が起きる（図３（ａ））。電圧を印加す
ると液晶滴中の液晶の配向がそろい高分子媒体の屈折率
と液晶の屈折率がほぼ同じになり透明状態になる（図３
（ｂ））。このため、広視野角と狭視野角の切換を電気
的に行うことができる。
【０１４７】高分子分散型液晶３０７は、内側にＩＴＯ
などの透明電極を作成した透明基板（図示せず）の間
に、感光性のモノマーと液晶との混合物を注入し、紫外
線を照射することでモノマーを重合させ、相分離を引き
起こし、作成する。透明基板に挟まれたまま使用しても
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よいし、重合後の高分子分散型液晶はかなりしっかりし
た膜となるので、別に高分子分散型液晶のフィルムを作
成しておき、その両面に透明電極を作成したものを用い
てもよい。また、透明性基板としてガラスのみならず、
プラスチック基板を用いてもよい。
【０１４８】さらに、高分子分散型液晶３０７を作成す
る際、光重合を均一な光で行うのではなく、干渉性露光
を行うことで、高分子の重合が起こる場所を制御するこ
とができ、これを利用して、光の散乱方向を設定するこ
とができる。
【０１４９】（第４の実施形態）本発明における第４の
実施形態を図４に示す。第４の実施形態は特にフルカラ
ー表示を行うための構造である。図４において、符号４
０１は偏光板、４０２は四分の一波長板、４０３は透明
性基板２、４０４は液晶層、４０５はコレステリック液
晶層からなるカラーフィルター層１、４０６は透明性基
板１、４０７は散乱性フィルム、４０８はコレステリッ
ク液晶層からなるカラーフィルター層２、４０９はコレ
ステリック液晶層からなるカラーフィルター層３、４１
０はコレステリック液晶層からなるカラーフィルター層
４、４１１はコレステリック液晶層からなるカラーフィ
ルター層５を示している。
【０１５０】第４の実施形態では、３原色のうち２原色
のコレステリック液晶層からなるカラーフィルター層４
０５、４０８を第１の透明性基板４０６の液晶層４０４
が存在する側に有している。かつ、透明基板４０６の外
側に該２原色のコレステリック液晶層４０５、４０８と
逆のねじれを持つ３原色のコレステリック層４０９、４
１０、４１１を有している。
【０１５１】コレステリック液晶層において色はそのね
じれのピッチで決まる。したがってコレステリック層４
０９、４１０、４１１はそれぞれのねじれのピッチが赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）に対応している。このと
き、ピッチが徐々に変化し、全体として可視域全体の波
長に対応しているように作成してもよい。
【０１５２】これらの層４０９、４１０、４１１は場所
ごとに色を変化させる必要はないので、１枚のフィルム
として、例えば、Ｒ．Ｍａｕｅｒ，  Ｄ．Ａｎｄｒｅｊ
ｅｗｓｋｉ，  Ｆ－Ｈ．Ｋｒｅｕｚｅｒ，  Ａ．Ｍｉｌ
ｌｅｒ，ＳＩＤ  ９０  ＤＩＧＥＳＴ  ＰＰ１１０－１
１２（１９９０）に述べられているような材料、方法を
用いて、作成し、透明性基板４０６に貼り付ければよ
い。
【０１５３】セル内部のコレステリック液晶層からなる
カラーフィルター層４０５、４０８は各画素ごとに
（Ｒ，Ｇ）、（Ｇ，Ｂ）、（Ｂ，Ｒ）となる２原色の組
み合わせの積層構造である。これらの２原色のコレステ
リック液晶層４０５、４０８のねじれ方向は、液晶セル
の外側のコレステリック液晶層４０９、４１０、４１１
と逆向きである。色層の構造上の上下関係は性能とは無
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関係である。また、２原色についてもピッチが徐々に変
化し、全体として２原色に対応する可視域の波長に対応
しているようにしてもよい。
【０１５４】また、コレステリック液晶層からなるカラ
ーフィルター層は、カイラルピッチを所望の色に調整し
たＬｉｑｕｉｄ  Ｃｒｙｓｔａｌｓ  第１８巻３１９ペ
ージ（１９９５）に記載されているような感光基を持つ
液晶材を用いて作成することもできる。
【０１５５】バックライトからの光が、３原色のカラー
フィルター層４１１、４１０、４０９に達すると、例え
ばこれらの層４１１、４１０、４０９が右ねじれ構造を
しているとすると、可視域の光の右円偏光は反射され、
左円偏光のみが透過する。反射された右円偏光は第１の
実施の形態でも述べたように、バックライトの表面、あ
るいはバックライトについている反射板などで反射する
が、反射により円偏光の向きが逆になるので、左円偏光
となり今度はカラーフィルター層４１１、４１０、４０
９を透過する。したがって入射光をほとんど損失なしに
利用することができる。
【０１５６】左ねじれの構造を有する2原色のコレステ
リック液晶層からなるカラーフィルター層４０５、４０
８に達した左円偏光は、例えばこのカラーフィルター層
が（Ｒ、Ｇ）の波長に対応するピッチを有しているとす
ると、Ｒ，Ｇに対応する左円偏光が反射され、青色の左
円偏光のみが透過してくる。すなわち、この画素は青の
画素となる。その後、液晶層４０４のリタデーションの
変化と四分の一波長板４０２、偏光板４０１の組み合わ
せにより、透過光量を制御できることは、第１の実施の
形態に述べたことと全く同様である。別の画素には
（Ｇ、Ｂ）、（Ｂ、Ｒ）に対応するピッチのコレステリ
ック液晶層が積層されているので、それぞれ赤、緑の画
素となる。
【０１５７】なお、４０５、４０８のコレステリック液
晶層で反射された左円偏光は、３原色のコレステリック
液晶層４０９、４１０、４１１を通過し、バックライト
の表面、あるいはバックライトについている反射板など
で反射するが、反射により円偏光の向きが逆になるの
で、右円偏光となり再び入射した３原色のコレステリッ
ク液晶層４０９、４１０、４１１で反射される。このよ
うな反射を繰り返すうちに減衰していくが、原理的に部
材の吸収されることはないので、高輝度のバックライト
で照射されても、熱による劣化は少ない。
【０１５８】液晶セルの内側のコレステリック液晶層４
０５、４０８は、液晶セルの外側のコレステリック液晶
層４０９、４１０、４１１と同様に例えば、Ｒ．Ｍａｕ
ｅｒ，  Ｄ．Ａｎｄｒｅｊｅｗｓｋｉ，  Ｆ－Ｈ．Ｋｒ
ｅｕｚｅｒ，  Ａ．Ｍｉｌｌｅｒ，ＳＩＤ  ９０  ＤＩ
ＧＥＳＴ  ＰＰ１１０－１１２（１９９０）に述べられ
ているような材料、方法を用いて、作成することができ
るが、画素ごとに異なる色層を作る必要があるので、通
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常の吸収型のカラーフィルターを作成するのと全く同様
に、リソグラフィーを用いて作成する。このときコレス
テリック液晶層を作成する材料自体に感光性があるの
で、リソグラフィーは比較的容易である。
【０１５９】コレステリック液晶層４０５、４０８のピ
ッチとねじれの向きは、混合するカイラル剤の量と種類
によって適宜選択できる。水平配向を実現する配向膜を
基板４０６上に塗布しておけば、ねじれの軸が基板４０
６に垂直になるようなコレステリック液晶層４０５、４
０８を作成できる。必要に応じ、配向膜をラビングす
る、光配向膜を用いて、偏光照射により基板４０６界面
でのコレステリック液晶４０５、４０８の配向を制御す
るなどの方法をとってもよい。
【０１６０】なお、液晶層４０４中の液晶の配向を制御
するために、コレステリック液晶層４０５上に液晶配向
膜を塗布する必要がある。このとき、コレステリック液
晶層４０５、４０８の液晶配向状態を乱さないように、
配向膜の焼成は１８０℃程度の低温で行うことが望まし
い。また、同様の理由でラビングを行わない方が望まし
い。液晶の配向制御が必要なときはラビングをおこなっ
てもよいが、光配向膜を用いて、偏光照射により配向制
御を行う方が望ましい。
【０１６１】（第５の実施形態）本発明における第５の
実施形態を図５に示す。図５において、符号５０１は偏
光板、５０２は四分の一波長板、５０３は透明性基板
２、５０４は液晶層、５０５はコレステリック液晶層か
らなるカラーフィルター層１、５０６は透明性基板１、
５０７は散乱性フィルム、５０８はコレステリック液晶
層からなるカラーフィルター層２、５０９はコレステリ
ック液晶層からなるカラーフィルター層３、５１０はコ
レステリック液晶層からなるカラーフィルター層４、５
１１はコレステリック液晶層からなるカラーフィルター
層５を示している。２原色のコレステリック液晶層５０
５、５０８と接して、該２原色のコレステリック液晶層
５０５、５０８と逆のねじれを持つ３原色のコレステリ
ック層５０９、５１０、５１１が透明性基板５０６の同
じ側、すなわち液晶セルの内側にある点だけが、第４の
実施の形態と異なっている。原理、作成方法など、第４
の実施の形態と変るところはなく、第４の実施の形態と
同様明るい、視野角に優れた液晶表示装置が得られる。
【０１６２】（第６の実施形態）本発明における第６の
実施の形態を図６（ａ）、（ｂ）に示す。第４の実施の
形態における３原色のコレステリック液晶層からなるカ
ラーフィルター層４０９、４１０、４１１が四分の一波
長板６１２と偏光板６１３の組み合わせに変わった点の
みが第４の実施形態と異なっている。図６（ａ）、
（ｂ）において、符号６０１は偏光板、６０２は四分の
一波長板、６０３は透明性基板２、６０４は液晶層、６
０５はコレステリック液晶層からなるカラーフィルター
層１、６０６は透明性基板１、６０７は散乱性フィル
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ム、６０８はコレステリック液晶層からなるカラーフィ
ルター層２、６１２は四分の一波長板、６１３は偏光
板、６１４は偏光板６０１の透過軸、６１５は偏光板６
１３の透過軸、６１６は四分の一波長板６１２の光軸、
６１７は四分の一波長板６０２の光軸を示している。
【０１６３】この際、偏光板６０１、６１３の透過軸、
四分の一波長板６０２、６１２の光軸の角度を設定する
必要がある。まず、偏光板６０１と偏光板６１３の透過
軸を直交させる。偏光板６０１の透過軸の方向をＸ軸、
偏光板６１３の透過軸方向をＹ軸とする（図６
（ｂ））。符号６１４は、偏光板６０１の透過軸を示
し、符号６１５は、偏光板６１３の透過軸を示してい
る。例えば、コレステリック液晶層からなるカラーフィ
ルター層６０５、６０８のねじれ方向が右まわりだとす
ると、四分の一波長板６１２の光軸はＸ軸の正の方向か
ら４５°四分の一波長板６０２の光軸は１３５°の方向
に設定する必要がある。符号６１６は、四分の一波長板
６１２の光軸を示し、符号６１７は、四分の一波長板６
０２の光軸を示している。
【０１６４】この配置において、偏光板６１３、四分の
一波長板６１２を通過した光は右まわりの円偏光とな
る。コレステリック液晶層６０５、６０８のピッチに合
う２原色の波長の光は反射され、コレステリック液晶層
６０５、６０８を透過しないが、残る１色は透過する。
液晶層６０４にリタデーションがなく、この右まわりの
円偏光がそのまま四分の一波長板６０２を通過するとＹ
軸方向に振動する直線偏光になり、偏光板６０１を通過
できず、黒表示となる。
【０１６５】逆に液晶層６０４にリタデーションがあ
り、半波長板として機能すると、右まわりの円偏光は左
まわりの円偏光に変り、四分の一波長板６０２を通過後
はＸ軸方向に振動する直線偏光になる。したがってこの
光は偏光板６０１を透過し、白表示となる。もちろん、
この際、コレステリック液晶層６０５、６０８の２原色
以外の色が表示されることになる。液晶層６０４のリタ
デーションを電圧で変化させることにより、透過光量を
制御することができる。液晶層６０４のモードが垂直配
向の場合はノーマリブラック、ＴＮの場合はノーマリホ
ワイトモードとなる。
【０１６６】コレステリック液晶層からなるカラーフィ
ルター層６０５、６０８のねじれ方向が左まわりの場合
は、四分の一波長板６１２の光軸をＸ軸の正の方向から
１３５°、四分の一波長板６０２の光軸を４５°に設定
すればよい。
【０１６７】（第７の実施形態）本発明の第７の実施の
形態を図７および図８に示す。図７および図８は液晶を
アクティブ素子で駆動する場合の具体的な構造を詳細に
示している。図７は図８の平面図Ａ－Ａ’線の断面図を
示している。図７および図８において、符号７０１は偏
光板、７０２は四分の一波長板、７０３は透明性基板
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２、７０４は液晶層、７０５はコレステリック液晶層か
らなるカラーフィルター層１、７０６は透明性基板１、
７０７は散乱性フィルム、７０８はコレステリック液晶
層からなるカラーフィルター層２、７０９はコレステリ
ック液晶層からなるカラーフィルター層３、７１０はコ
レステリック液晶層からなるカラーフィルター層４、７
１１はコレステリック液晶層からなるカラーフィルター
層５、７１２は共通電極、７１３は配向膜、７１４は液
晶分子、７１５は画素電極、７１６はオーバーコート
層、７１７は保護膜、７１８は遮光膜、７１９は半導体
膜、７２０はドレイン電極、７２０ａは映像信号電極、
７２１はゲート絶縁膜、７２２はゲート電極、７２２ａ
は走査信号電極、７２３はソース電極、７２４はスルー
ホールを示している。
【０１６８】下側基板７０６上には、ＣｒまたはＡｌな
どの金属よりなるゲート電極（走査信号電極）７２２が
配置され、このゲート電極７２２を覆うように窒化シリ
コンからなるゲート絶縁膜７２１が形成されている。
【０１６９】また、ゲート電極７２２上には、ゲート絶
縁膜７２１を介して非晶質シリコンからなる半導体膜７
１９が配置され、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）の能動層
として機能するようにされている。また、半導体膜７１
９のパターンの一部に重畳するようにモリブデンなどの
金属よりなるドレイン電極７２０、ソース電極７２３が
配置されている。これらすべてを被覆するように窒化シ
リコンよりなる保護膜７１７が形成されている。
【０１７０】なお、ドレイン電極７２０、ソース電極７
２３それぞれは、図示していないが、ｎ形不純物が導入
された非晶質シリコン膜を介し、半導体膜７１９のパタ
ーンの一部に重畳している。
【０１７１】画素電極７１５とソース電極７２３はスル
ーホール７２４を介して接続されている。また、図８に
示すように、ドレイン電極７２０は、データ線（映像信
号電極）７２０ａに接続している。すなわち、ドレイン
電極７２０は、データ線７２０ａの一部として形成され
ている。
【０１７２】コレステリック液晶層からなるカラーフィ
ルター層７０５、７０８は、保護層７１７上に作成され
る。また、保護層７１７上には、ＴＦＴの能動層７１９
を覆うように遮光膜７１８が形成されている。
【０１７３】コレステリック液晶層からなるカラーフィ
ルター層７０５、７０８および遮光層７１８は、オーバ
ーコート層７１６で覆われている。このオーバーコート
層７１６はチャージアップしにくい透明な絶縁材料で作
成する。
【０１７４】透明性基板７０６の外側には、第４の実施
形態と同様に、コレステリック液晶層からなるカラーフ
ィルター層７０５、７０８とねじれ方向が逆で、３原色
に対応するピッチを有するコレステリック液晶層７０
９、７１０、７１１を塗布する。これらの層は第５の実
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施形態と同様に、７０５、７０８に接して保護層７１７
上に作成してもよい。また、第６の実施形態と同様に、
四分の一波長板と偏光板の組み合わせにしてもよい。
【０１７５】画素電極７１５と共通電極７１２には液晶
配向膜７１３を塗布する。この配向膜７１３は使用する
液晶モードに応じて、水平配向膜、垂直配向膜を適宜組
み合わせて用いればよい。使用する液晶モードはなんで
もよいが、垂直配向モード、アモルファスＴＮモードの
ようなラビングを行う必要のないモードが工程短縮の観
点から望ましい。
【０１７６】垂直配向モードを使用した場合を例にとっ
て、説明する。画素電極７１５と共通電極７１２には垂
直配向膜７１３を塗布する。電圧無印加時には液晶分子
７１４は基板７０３、７０６に対して該垂直に配向して
いる。このとき液晶層７０４のリタデーションは０であ
るので、黒が表示される。
【０１７７】ゲート電極７２２に電圧を印加して薄膜ト
ランジスタ（ＴＦＴ）をオンにすると、ソース電極７２
３に電圧が印加されて、画素電極７１５とこれに対向配
置している共通電極７１２の間に電界が誘起される。こ
の電界により誘電率異方性が負である液晶分子７１４は
基板７０３、７０６に対して垂直方向に倒れる。これに
より液晶層７０４のリタデーションがある値をもつため
光は偏光板７０１を透過することができるようになり、
明るくなる。
【０１７８】液晶層７０４のリタデーションが半波長分
変化するときが最も明るくなるので、液晶分子７１４の
屈折率異方性Δｎと液晶セルの厚みの積（ｄΔｎ）を適
当な値に設定しておけば、所望の電圧を印加したときに
液晶層７０４のリタデーションが半波長分変化するよう
に、すなわち、最も明るくなるようにする制御すること
ができる。
【０１７９】本発明においては、広視野角化を散乱性の
フィルム７０７によって行うため、従来の垂直配向モー
ドのように、広視野角性を確保するために、明るさを犠
牲にする必要がない。また、駆動電圧が小さくても、明
るい表示を得ることができる。
【０１８０】例えば、ｄΔｎ＝６７０ｎｍのように極端
に大きなｄΔｎをもつ垂直配向モードの液晶セルを作成
すると、液晶分子の極角が少し変化しただけで、ｄΔｎ
が半波長分変化し、最も明るい表示が実現できる。この
とき液晶分子の極角を少し変化させればよいので、印加
電圧は小さくてもよい。しかしながら、従来の垂直配向
モードでは、ｄΔｎがこれほど大きいと視野角特性が悪
くなり、補償フィルムを工夫しても階調反転が顕著にな
るため、ｄΔｎ＝３３０ｎｍほどに抑えている。このた
め、液晶分子の極角をかなり大きく変化させる必要があ
り、駆動電圧が大きくなる。さらに、やはり視野角特性
が悪くなることを考慮して、液晶のリタデーションが完
全に半波長分変化する駆動は行えない。したがって明る
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さが犠牲になる。
【０１８１】本実施形態においては、液晶層７０４のｄ
Δｎをいくら大きくしても、視野角特性を悪化させるこ
とはないので、低電圧駆動が可能で、かつ明るい表示が
できる。また、液晶分子７１４の極角の変化が小さくて
よいので、応答速度を速くすることができる。
【０１８２】さらに、すでに述べたように、液晶層７０
４に入射する光が円偏光なので、液晶分子７１４がどの
方向に倒れても、明るくなり、従来の垂直配向モードの
ように、液晶分子の倒れる方向を正確に制御する必要は
ない。
【０１８３】しかしながら、液晶材料、また素子によっ
ては分割がスムースに行われる方が、狭視野角で用いた
場合の視野角特性、画面内での明るさの均一性、応答速
度の観点などから望ましいことがある。そのような場合
は、以下に述べる方法によって、配向分割をスムースに
行うことができる。
【０１８４】すなわち、画素電極７１５の形状として対
称性の高い形状を用い、共通電極７１２が画素電極７１
５より大きく設計することによって、両電極７１２、７
１５間に生じる電界は基板７０３、７０６に対して垂直
ではなく、画素電極７１５周辺部から中央に向かう斜め
電界となる。この電界により、誘電率異方性が負である
液晶分子７１４は画素中央に向って対称に倒れていく。
このため画素内の液晶の配向方向は自然に分割される。
このように、特別に配向膜７１３に処理を加えることを
しなくても、自動的に液晶の倒れる方向を分割すること
ができ、液晶の動きがスムースになる。
【０１８５】なお第７の実施形態の場合、その構造上、
画素電極７１５が、ゲート線（走査信号線）７２２ａ、
ドレイン線（映像信号線）７２０ａから十分離れている
ため、これらの電極からの電界により液晶の配向が乱れ
ることはほとんどない。それでも、外部から電界の悪影
響を防ぐことを目的に、いずれか一方または両方の電極
の上部にシールド用の電極を設けてもよい。
【０１８６】さらに液晶の倒れる方向を、より完全に制
御したい場合には、配向膜７１３に光配向膜を用い、そ
の光配向膜の性質に応じ、斜めからの偏光または無偏光
の照射するなどの操作を行ってもよい。また、液晶の配
向が乱れるのを防ぐことを目的に、液晶中に少量のモノ
マーを導入し、適当な配向状態を記憶させるために、ポ
リマー化してもよい。
【０１８７】分割境界を安定させることを目的に図１０
（ａ）にあるように画素７１５の一部に切り込みを入れ
てもよい。また、図１０（ｂ）にあるように、画素電極
７１５の角の部分が外側に向って突出ているような形に
してもよいし、図１１（ａ）にあるように画素電極７１
５の一部を除去してもよい。（すなわち分割境界に沿っ
て破線のように画素電極７１５が無い部分を設ける）。
さらに図１１（ｂ）の実線で示す位置の画素電極７１５
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の一部に凹部を設ける構造にしてもよい。また、これら
の形状を組み合わせて用いてもよい。
【０１８８】（第８の実施形態）本発明における第８の
実施形態を図１２および図１３に示す。第７の実施形態
と異なる点は、液晶層９０４が垂直配向液晶のかわりに
４分割されたＴＮ液晶である点のみである。図１２およ
び図１３において、符号９０１は偏光板、９０２は四分
の一波長板、９０３は透明性基板２、９０４は液晶層、
９０５はコレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層１、９０６は透明性基板１、９０７は散乱性フィル
ム、９０８はコレステリック液晶層からなるカラーフィ
ルター層２、９０９はコレステリック液晶層からなるカ
ラーフィルター層３、９１０はコレステリック液晶層か
らなるカラーフィルター層４、９１１はコレステリック
液晶層からなるカラーフィルター層５、９１２は共通電
極、９１３は配向膜、９１４は液晶分子、９１４ａは上
基板における液晶分子、９１５は画素電極、９１６はオ
ーバーコート層、９１７は保護膜、９１８は遮光膜、９
１９は半導体膜、９２０はドレイン電極、９２０ａは映
像信号電極、９２１はゲート絶縁膜、９２２はゲート電
極、９２２ａは走査信号電極、９２３はソース電極、９
２４はスルーホール、９２５は下基板における液晶の配
向方向、９２６は上基板における液晶の配向方向を示し
ている。
【０１８９】配向膜９１３のラビングにより、液晶９１
４がラビング方向と垂直に配向し、プレチルト角はほと
んど０°であるか、非常に低い（１°以下）のプレチル
ト角を与える。ここで、上下の基板９０３、９０６に電
圧を印加すれば図１２に示すような斜め電界が生じ、液
晶９１４はねじれ方向と立ち上がり方向が異なる各部に
自然と分割される。
【０１９０】電圧無印加状態のときはリタデーションが
ある値（普通、半波長分）であるので、第７の実施形態
と全く同様にして、バックライトからの光のうち、２原
色のコレステリック液晶層からなるカラーフィルター層
９０５、９０８以外の波長の光が偏光板９０１を透過
し、明状態となる。電圧を印加し、液晶分子９１４が基
板９０３、９０６に対して立ち上がると、液晶層９０４
のリタデーションが０となり、黒状態となる。
【０１９１】液晶層９０４のｄΔｎを大きくしておく
と、液晶９１４がある程度立ち上がった状態で最も明る
くなり、ほとんど立ち上がった状態で黒とすることがで
きるので、従来の方法に比べて、速い応答速度を得るこ
とができるのは、第７の実施形態の場合と同じである。
【０１９２】また、配向分割をより確実に行うため、ポ
リマー化する、画素電極９１５の形状に変更を加えるな
どの操作も、第７の実施形態の場合と全く同様である。
なお、散乱フィルム９０７の有無、または、高分子分散
型液晶の散乱性の有無により狭視野角と広視野角を容易
に切換ることができることも第７の実施の形態の場合と
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全く同様である。
【０１９３】（第９の実施形態）本発明における第９の
実施形態を図１６、図１７に示す。図１４から図１９に
おいて、符号１００１は偏光板、１００２は四分の一波
長板、１００３は透明性基板２、１００４は液晶層、１
００５はコレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層１、１００６は透明性基板１、１００７は散乱性フ
ィルム、１００８はコレステリック液晶層からなるカラ
ーフィルター層２、１００９はコレステリック液晶層か
らなるカラーフィルター層３、１０１０はコレステリッ
ク液晶層からなるカラーフィルター層４、１０１１はコ
レステリック液晶層からなるカラーフィルター層５、１
０１２は共通電極、１０１３は配向膜、１０１４は液晶
分子、１０１５は画素電極、１０１６はオーバーコート
層、１０１７は保護膜、１０１８は遮光膜、１０１９は
半導体膜、１０２０はドレイン電極、１０２１はゲート
絶縁膜、１０２２はゲート電極、１０２３はソース電
極、１０２４はスルーホール、１０２５は下基板におけ
る液晶の配向方向、１０２６は上基板における液晶の配
向方向を示している。第７の実施形態と異なる点は、液
晶層１００４が垂直配向液晶のかわりにホモジニアス液
晶（カイラル剤なし）である点のみである。この場合、
垂直配向膜のかわりに水平配向膜を用い、垂直配向液晶
の場合と同様に、ラビングを行う必要はない。透過光の
ｏｎ、ｏｆｆは垂直配向の場合と逆になる。すなわち、
電圧無印加の状態で、液晶層１００４のリタデーション
を半波長分に設定する。このとき、第７の実施形態と同
様の機構によって入射光は偏光板１００２を透過する。
【０１９４】ラビングを行わないため、液晶１０１４は
方位角方向の異なる微小領域に分かれるが、入射光が円
偏光であるため、液晶１０１４の方位角方向の配向によ
らず光が透過する。電圧を印加して、液晶１０１４を基
板１００３、１００６に垂直に立ち上がらせると、液晶
層１００４のリタデーションが０になり、光は透過しな
くなる。電圧で立ち上がり角度を制御することで、中間
調を表示することができる。
【０１９５】この場合も、第７の実施形態の場合と同
様、液晶材料、また素子によっては分割がスムースに行
われる方が、狭視野角で用いた場合の視野角特性、画面
内での明るさの均一性、応答速度の観点などから望まし
いことがある。そのような場合は、第７の実施形態と全
く同様にして、画素電極１０１５の形状として対称性の
高い形状を用い、共通電極１０１２が画素電極１０１５
より大きく設計することによって、配向分割をスムース
に行うことができる。
【０１９６】分割をより確実にするために、シールド用
の電極を設ける、ポリマー化を行う、画素の一部に切り
込みを入れる、または、画素の一部を除去する。画素電
極の一部に凹部を設けるなどの工夫を行ってもよいこと
は、第７の実施形態と全く同様である。
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【０１９７】特に、画素１０１５の一部に切り込みを入
れる、または、画素１０１５の一部を除去する、または
画素電極１０１５の一部に凹部を設けるときは、分割が
スムースに行くような方向に、方位角方向を決めるラビ
ングなどの配向処理を行った方がよい。
【０１９８】凹部を例にとって、図１８、図１９を用い
て説明する。図１９において、符号１０２５、１０２６
は、上下基板１００３、１００６のそれぞれにおける液
晶１０１４の配向方向である。この場合も、プレチルト
角はほとんど０°が望ましく、このような配向は、ラビ
ング方向と垂直方向に配向する配向膜や、光配向膜に基
板の法線方向から偏光を照射することによって容易に得
ることができる。また、カイラル剤は入れない。
【０１９９】このような状態で上下の電極１０１２、１
０１５間に電圧を印加すると、上下の電極１０１２、１
０１５の形状の特性のため、斜め電界が対称性よく生じ
る。基板界面での液晶の配向方向が規定されているため
立ち上がり方向が異なる２種類のドメインが生じる。特
に、境界領域を安定化させるために、画素表示用の電極
の一部の切り込みまたは電極の無い部分および凹部など
は、画素電極１０１５の辺に平行にいれ、液晶の初期配
向はこれらに垂直になるように設定した方がよい。図１
８、図１９に、画素中央部に凹部が、配向方向と垂直方
向に設けられている様子を示す。
【０２００】次に、本発明を実施例を用いてさらに詳し
く説明する。（第１の実施例）アモルファスシリコン薄
膜トランジスタアレイ（ＴＦＴ）を有する基板を、成膜
過程とリソグラフィー過程を繰り返して、ガラス基板上
に作製した。このＴＦＴは、基板側よりゲートークロム
層，窒化シリコンーゲート絶縁層，アモルファスシリコ
ンー半導体層，ドレイン・ソースーモリブデン層から構
成されている。次にドレイン電極、ソース電極および半
導体膜を覆うように、ゲート絶縁膜上に保護膜を形成し
た。
【０２０１】次に、この保護膜の上にコレステリック液
晶層からなるカラーフィルター層および遮光層を形成す
る。カラーフィルター層は、例えば、Ｒ．Ｍａｕｅｒ，
  Ｄ．Ａｎｄｒｅｊｅｗｓｋｉ，  Ｆ－Ｈ．Ｋｒｅｕｚ
ｅｒ，  Ａ．Ｍｉｌｌｅｒ，ＳＩＤ  ９０  ＤＩＧＥＳ
Ｔ  ＰＰ１１０－１１２（１９９０）に記載されている
ような、カイラルピッチを所望の色に調整したシロキサ
ン系の化合物、または同様にカイラルピッチを所望の色
に調整したＬｉｑｕｉｄ  Ｃｒｙｓｔａｌｓの第１８巻
３１９ページ（１９９５）に記載されているような感光
基を持つ液晶材を用いて作成する。また、遮光層は黒色
の染料、顔料を含んだ樹脂から構成すればよい。また、
金属を用いて遮光層を形成するようにしてもよい。
【０２０２】配向膜を保護膜上に塗布し、加熱焼成す
る。さらに必要に応じ、ラビングまたは光配向などの処
理を行い、次いでカイラルピッチを適宜調整したシロキ
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サン系化合物、または同様にカイラルピッチを所望の色
に調整した感光基を持つ液晶材を所望の厚みにレーザー
ブレードなどを用いて塗布する。ここでは、シロキサン
系化合物を用いた。
【０２０３】次いで、所定領域、すなわち、マトリクス
状に配置された画素領域に選択的に光が当たるように、
フォトマスクを用いて露光する。この露光の後、所定の
有機溶剤を用いて現像し、所定のパターンを形成する。
これらの工程を、色数、例えば赤、青、緑の３色のカイ
ラルピッチを有する液晶層分３回繰り返し、１画素につ
いて２層ずつ残すことで、コレステリック液晶層からな
るカラーフィルター層が形成できる。このときカイラル
剤を例えば、右ねじれのカイラル剤とする。
【０２０４】次に、カラーフィルター層および遮光層上
に透明な絶縁材料からなるオーバーコート層を形成す
る。このオーバーコート層は、例えばアクリル樹脂など
の熱硬化性樹脂を用いればよい。また、オーバーコート
層として、光硬化性の透明な樹脂を用いてもよい。
【０２０５】最後に、スルーホールを形成してこれを介
してソース電極に接続する長方形の形状をした画素電極
を、オーバーコート層上に形成した。対向基板として、
全面にＩＴＯをスパッタしたガラス基板を用意した。両
方の基板に垂直配向膜（日産化学社製ＳＥ１２１１）を
塗布し、１８０℃、１時間加熱乾燥を行った。基板周囲
にシール剤を塗布し、直径４μｍのスペーサー剤を散布
した後、加熱によりシール剤を硬化させ、誘電率異方性
が負のネマチック液晶（Ｍｅｒｃｋ社製 ＭＬＣ６６０
８）を注入し、注入孔を光硬化樹脂で封止した。
【０２０６】対向基板の外側に、広帯域の四分の一波長
板と偏光板を、この順に、四分の一波長板の光軸と偏光
板の透過軸が、偏光板の透過軸から測って時計回りに４
５°の角度に四分の一波長板の光軸がくるように設定し
た（図２０参照）。その上にさらに散乱性をもつ拡散シ
ートを設置した。図２０において、符号１１０１は偏光
板の透過軸の方向、１１０２は四分の一波長板の光軸の
方向を示している。
【０２０７】また、左ねじれで３原色分のカイラルピッ
チを調整したシロキサン系化合物を持つ液晶材を光硬化
させ、ＴＦＴを作成した基板の外側に、貼り付けた（４
０９、４１０、４１１）。
【０２０８】このようにして得られたノーマリブラック
モードのパネルの視角特性を測定したところ、階調反転
は全くなく、高コントラストの領域が非常に広い優れた
視角特性が得られた。なお、上下基板の貼りあわせ際、
目合わせは必要なく、画素のサイズが小さくなっても全
く問題がないことがわかった。また、透過光強度も従来
のものと比較して７０％程度明るく、明るさに関しても
優れた性能であることがわかった。さらに、視差の問題
も生じていないことがわかった。
【０２０９】また、散乱性のフィルムを取り外し、視野
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角特性を測定したところ、±４０°以上の極角方向で階
調反転がおき、狭い視角内でしか正常な画像が認識でき
なかった。
【０２１０】（第２の実施例）第１の実施例と全く同様
にして、散乱性のフィルムのみ、両側にＩＴＯ電極を形
成した高分子分散型液晶層に変えて、視角特性を測定し
た。その結果、電圧を印加しないときは、階調反転は全
くなく、高コントラストの領域が非常に広い優れた視角
特性が得られた。また、明るさに関しても第１の実施例
の場合とほぼ同じで、明るい表示が得られた。次に、高
分子分散型液晶層に電圧を印加したところ、第１の実施
例の場合と全く同様にして、非常に狭い視野角となっ
た。
【０２１１】（第３の実施例）第１の実施例の場合と全
く同様にして、コレステリック液晶層からなるカラーフ
ィルター層を有するＴＦＴ基板を作成し、第１の実施例
の場合と全く同様にして、対向基板として、全面にＩＴ
Ｏをスパッタしたガラス基板を用意した。両方の基板に
水平配向膜（ＪＳＲ社製ＡＬ１０５１）を塗布し、１８
０℃、１時間加熱を行った。
【０２１２】なお、ＴＦＴ基板上には、スペーサー剤を
散布するかわりに、カラーフィルター層、オーバーコー
ト層をゲート配線、ならびにドレイン配線上に適宜残す
ことによって、大きさ１０μｍ×２０μｍ高さ２μｍの
柱を作成してある。基板周囲にシール剤を塗布し、上下
基板を貼りあわせ、加熱によりシール剤を硬化させ、誘
電率異方性が正のネマチック液晶（Ｍｅｒｃｋ社製  Ｔ
Ｌ－２１３）をカイラル剤を混合せずに注入し、注入孔
を光硬化樹脂で封止した。
【０２１３】第１の実施例と全く同様にして、対向基板
の外側に、広帯域の四分の一波長板と偏光板を、この順
に、四分の一波長板の光軸と偏光板の透過軸が、偏光板
の透過軸から測って時計回りに４５°の角度に四分の一
波長板の光軸がくるように設定した（図２０参照）。そ
の上にさらに散乱性をもつ拡散シートを設置した。
【０２１４】また、左ねじれで３原色分のカイラルピッ
チを調整したシロキサン系化合物を光硬化させ、ＴＦＴ
を作成した基板の外側に、貼り付けた。
【０２１５】このようにして得られたノーマリホワイト
モードのパネルの視角特性を測定したところ、第１の実
施例の場合と全く同様にして、階調反転は全くなく、高
コントラストの領域が非常に広い優れた視角特性が得ら
れた。また、透過光強度も、第１の実施例と全く同様
に、従来のものと比較して７０％程度明るく、明るさに
関しても優れた性能であることがわかった。
【０２１６】また、第１の実施例の場合と同様、散乱性
のフィルムを取り外し、視野角特性を測定したところ、
±４０°以上の極角方向で階調反転がおき、狭い視角内
でしか正常な画像が認識できなかった。
【０２１７】（第４の実施例）第１の実施例と全く同様
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にして、画素電極の形状のみ正方形が３つ連なった形状
とした、ＴＦＴ基板を作成した。また、コレステリック
液晶として、感光基を持つ液晶材を使用した点が第１の
実施例と異なっている。第１の実施例の場合と全く同様
にして、垂直液晶を注入し、注入孔を封止した後、四分
の一波長板、偏光板、拡散シートを対向基板側に、左ね
じれで３原色分のカイラルピッチを調整した感光基を持
つ液晶材で作成した、コレステリック液晶層からなるカ
ラーフィルター層を、ＴＦＴ基板側に貼り付けた。
【０２１８】このようにして得られたノーマリブラック
モードのパネルの視角特性を測定したところ、第１の実
施例の場合と全く同様に、階調反転は全くなく、高コン
トラストの領域が非常に広い優れた視角特性が得られ
た。また、応答速度が第１の実施例の場合に比べ、速く
なった。
【０２１９】次に、散乱性のフィルムを取り外し、視野
角特性を測定したところ、第１の実施例の場合に比べ、
パネル全体での均一性に優れた視角特性が得られた。ま
た、第１の実施例の場合と同様、散乱性フィルムがある
場合に比べ、狭い視角内でしか正常な画像が認識できな
かった。
【０２２０】（第５の実施例）第１の実施例と全く同様
にして、コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層を有するＴＦＴ基板を作成し、第１の実施例の場合
と全く同様にして、対向基板として、全面にＩＴＯをス
パッタしたガラス基板を用意した。両方の基板に水平配
向膜（ＪＳＲ社製ＡＬ１０５１）を塗布し、１８０℃、
１時間加熱を行った。第１の実施例と同様にして、基板
周囲にシール剤を塗布し、直径６μｍのスペーサー剤を
散布した後、加熱によりシール剤を硬化させ、誘電率異
方性が正のネマチック液晶（Ｍｅｒｃｋ社製  ＺＬＩ－
４７９２）のカイラルピッチを６μｍに調整したもの
（右ねじれ）を注入し、注入孔を光硬化樹脂で封止し
た。
【０２２１】第１の実施例の場合と全く同様にして、対
向基板の外側に、広帯域の四分の一波長板と偏光板を、
この順に、四分の一波長板の光軸と偏光板の透過軸が、
偏光板の透過軸から測って反時計回りに４５°の角度に
四分の一波長板の光軸がくるように設定した。その上に
さらに散乱性をもつ拡散シートを設置した。
【０２２２】また、左ねじれで３原色分のカイラルピッ
チを調整したシロキサン系化合物を光硬化させ、ＴＦＴ
を作成した基板の外側に、貼り付けた。
【０２２３】このようにして得られたノーマリブラック
モードのパネルの視角特性を測定したところ、階調反転
は全くなく、高コントラストの領域が非常に広い優れた
視角特性が得られた。また、第１の実施例と同様に、明
るさに関しても優れた性能であることがわかった。
【０２２４】また、散乱性のフィルムを取り外し、視野
角特性を測定したところ、第１の実施例の場合と同様
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に、±４０°以上の極角方向で階調反転がおき、狭い視
角内でしか正常な画像が認識できなかった。
【０２２５】（第６の実施例）第５の実施例と全く同様
にして、コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層を有するＴＦＴ基板を作成し、対向基板として、全
面にＩＴＯをスパッタしたガラス基板を用意した。両方
の基板に水平配向膜（ＪＳＲ社製ＡＬ１０５１）を塗布
し、１８０℃、１時間加熱を行った。
【０２２６】ここで、従来のＴＮと同様、パネルの辺か
ら４５°傾き、上下基板に９０°方向を変えたラビング
を行い、第５の実施例と同様にして、基板周囲にシール
剤を塗布し、直径２μｍのスペーサー剤を散布した後、
加熱によりシール剤を硬化させ、誘電率異方性が正のネ
マチック液晶（Ｍｅｒｃｋ社製  ＴＬ－２１３）のカイ
ラルピッチを３０μｍに調整したもの（右ねじれ）を注
入し、注入孔を光硬化樹脂で封止した。なお、ラビング
方向は９０°ねじれた方向がノーマル配向となるように
設定した。
【０２２７】第５の実施例と全く同様にして、対向基板
の外側に、広帯域の四分の一波長板と偏光板を、この順
に、四分の一波長板の光軸と偏光板の透過軸が、偏光板
の透過軸から測って反時計回りに４５°の角度に四分の
一波長板の光軸がくるように設定した。その上にさらに
散乱性をもつ拡散シートを設置した。
【０２２８】また、左ねじれで３原色分のカイラルピッ
チを調整した感光基を持つ液晶材を光硬化させ、ＴＦＴ
を作成した基板の外側に、貼り付けた。
【０２２９】このようにして得られたノーマリホワイト
モードのパネルの視角特性を測定したところ、階調反転
は全くなく、高コントラストの領域が非常に広い優れた
視角特性が得られた。また、第１の実施例と同様に、明
るさに関しても優れた性能であることがわかった。さら
に狭ギャップであることを反映し、応答速度の優れたも
のであった。
【０２３０】また、散乱性のフィルムを取り外し、視野
角特性を測定したところ、パネルの下方向で１５°で階
調反転が生じ、非常に視野角が狭いものであった。
【０２３１】（第７の実施例）第１の実施例と全く同様
にして、画素電極の形状のみ正方形とした、ＴＦＴ基板
を作成した。第１の実施例の場合と全く同様にして、対
向基板として、全面にＩＴＯをスパッタしたガラス基板
を用意した。両方の基板に水平配向膜（ＪＳＲ社製  Ｊ
ＡＬＳ－４２８）を塗布し、１８０℃、１時間加熱乾燥
を行った。
【０２３２】第６の実施例と同様にして、パネルの辺か
ら４５°傾き、上下基板に９０°方向を変えたラビング
を行い、第６の実施例と同様にして、基板周囲にシール
剤を塗布し、直径６μｍのスペーサー剤を散布した後、
加熱によりシール剤を硬化させ、誘電率異方性が正のネ
マチック液晶（Ｍｅｒｃｋ社製  ＺＬＩ－４７９２）の
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カイラル剤をぬいたものを注入し、注入孔を光硬化樹脂
で封止した。これにより、電圧を印加した場合、斜め電
界により、１画素が、立ち上がり方向とねじれ方向が異
なる４領域に、自然に分割される。
【０２３３】第１の実施例と全く同様にして、対向基板
の外側に、広帯域の四分の一波長板と偏光板を、この順
に、四分の一波長板の光軸と偏光板の透過軸が、偏光板
の透過軸から測って反時計回りに４５°の角度に四分の
一波長板の光軸がくるように設定した。その上にさらに
散乱性をもつ拡散シートを設置した。
【０２３４】また、左ねじれで３原色分のカイラルピッ
チを調整したシロキサン系化合物を光硬化させ、ＴＦＴ
を作成した基板の外側に、貼り付けた。
【０２３５】このようにして得られたノーマリホワイト
モードのパネルの視角特性を測定したところ、階調反転
は全くなく、高コントラストの領域が非常に広い優れた
視角特性が得られた。また、第１の実施例と同様に、明
るさに関しても優れた性能であることがわかった。
【０２３６】また、散乱性のフィルムを取り外し、視野
角特性を測定したところ、第１の実施例の場合と同様
に、±４０°以上の極角方向で階調反転がおき、狭い視
角内でしか正常な画像が認識できなかった。
【０２３７】（第８の実施例）第１の実施例と全く同様
にして、画素電極の形状を正方形とし、画素の中央のオ
ーバーコート層を掘り込み、凹部を形成した（図１８、
図１９参照）ＴＦＴ基板を作成した。第１の実施例の場
合と全く同様にして、対向基板として、全面にＩＴＯを
スパッタしたガラス基板を用意した。
【０２３８】第７の実施例と同様にして、両方の基板に
水平配向膜（ＪＳＲ社製  ＪＡＬＳ－４２８）を塗布
し、１８０℃、１時間加熱乾燥を行った。凹部の長辺に
沿って上下基板にラビングを行った。この配向膜では液
晶はラビング方向と垂直方向すなわち、図１９の符号１
０２５、１０２６の方向に配向し、そのプレチルト角は
ほとんど０°である。
【０２３９】第３の実施例と同様にして、スペーサー剤
と散布するかわりに、カラーフィルター層、オーバーコ
ート層をゲート配線ならびにドレイン配線上に適宜残す
ことによって、大きさ１０μｍ×２０μｍ高さ２μｍの
柱を作成してある。基板周囲にシール剤を塗布し、上下
基板を貼りあわせ、加熱によりシール剤を硬化させ、誘
電率異方性が正のネマチック液晶（Ｍｅｒｃｋ社製  Ｔ
Ｌ－２１３）をカイラル剤を混合せずに注入し、注入孔
を光硬化樹脂で封止した。
【０２４０】第３の実施例と同様にして、対向基板の外
側に、広帯域の四分の一波長板と偏光板を、この順に、
四分の一波長板の光軸と偏光板の透過軸が、偏光板の透
過軸から測って反時計回りに１３５°の角度に四分の一
波長板の光軸がくるように設定した。その上にさらに散
乱性をもつ拡散シートを設置した。また、左ねじれで３

44
原色分のカイラルピッチを調整したシロキサン系化合物
を光硬化させ、ＴＦＴを作成した基板の外側に、貼り付
けた。
【０２４１】このようにして得られたノーマリホワイト
モードのパネルの視角特性を測定したところ、第１の実
施例の場合と全く同様にして、階調反転は全くなく、高
コントラストの領域が非常に広い優れた視角特性が得ら
れた。また、透過光強度も、第１の実施例と全く同様
に、従来のものと比較して７０％程度明るく、明るさに
関しても優れた性能であることがわかった。
【０２４２】また、第１の実施例の場合と同様、散乱性
のフィルムを取り外し、視野角特性を測定したところ、
±４０°以上の極角方向で階調反転がおき、狭い視角内
でしか正常な画像が認識できなかった。
【０２４３】（第９の実施例）第１の実施例と全く同様
にして、コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層を、５層分ＴＦＴ基板の同じ側に作成した点のみ異
なる液晶表示素子を作成し、その視角特性を調べたとこ
ろ、第１の実施例と全く同様の結果が得られ、散乱性の
フィルムがあるときは視野角が広く、散乱性のフィルム
をとりはずしたときは、狭い視野角となった。また、明
るさも従来の液晶素子と比べて明るいものであった。
【０２４４】（第１０の実施例）第１の実施例の場合と
全く同様にして、ＴＦＴ基板の外側のコレステリック液
晶層からなるカラーフィルター層４０９、４１０、４１
１のかわりに四分の一波長板と偏光板を図６（ａ）に示
すように、貼り付けた。なお、偏光板の透過軸、および
四分の一波長板との関係は図６（ｂ）に示す配置とし
た。このようにして得られたパネルの視角特性を測定し
たところ、第１の実施例の場合と全く同様にして、階調
反転は全くなく、高コントラストの領域が非常に広い優
れた視角特性が得られた。
【０２４５】また、散乱性のフィルムを取り外して、視
野角特性を測定したところ、第１の実施例の場合と同
様、狭い視角内でしか正常な画像が認識できなかった。
また、明るさは従来の液晶表示素子とほとんど同じであ
った。
【０２４６】上記実施形態における液晶表示装置は、パ
ーソナルコンピュータのモニタ、ＦＡ（ファクトリーオ
ートメーション）用のモニタ、家庭用のテレビ、病院、
図書館、美術館などにおける端末モニタ、航空管制塔な
どにおけるモニタ、新聞の閲覧、各役所での閲覧などに
利用するモニタ、学校や塾における個人用モニタ、個人
での各種メディア利用用端末モニタ、パチンコなど娯楽
施設におけるモニタなどに利用される。また、液晶プロ
ジェクタにおけるライトバルブとしても利用できる。
【０２４７】以上説明したように、上記実施形態によれ
ば、以下の効果が得られる。少なくとも１つのコレステ
リック液晶層からなるカラーフィルター層が液晶セルの
内側に配置される。このことにより、液晶セルの外側に
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配置した場合より、液晶を駆動する配線などとの目合わ
せが、非常に容易になる。
【０２４８】また、散乱性のフィルムの着脱または高分
子分散型液晶のｏｎ、ｏｆｆにより広視野角と狭視野角
の切換えが容易にでき、従来の液晶表示装置で問題とな
っていた散乱性のフィルムを用いた場合の視差の問題も
解決できる。
【０２４９】さらに液晶層は、リタデーションを半波長
分のみ変化させる機能さえ有していれば、液晶の配向方
向を規定する必要なく、光のｏｎ、ｏｆｆが行えるの
で、高速でスイッチングする液晶モードを自由に使用す
ることができる。
【０２５０】また、従来、偏光板で切り捨てていた光も
有効利用できるので、明るい表示が可能である。さら
に、従来のカラーフィルターと異なり、光を吸収しない
ため、高輝度の光源を使用しても熱による劣化がなくな
るなど、多くの利点がある。
【０２５１】
【発明の効果】本発明によれば、フォトレジスト工程な
どの煩雑な工程を増加させたり、高度な貼り合わせ技術
が不要である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態における液晶表示装置
の構成を示す断面図である。
【図２】本発明の第２の実施形態における液晶表示装置
の構成を示す断面図である。
【図３】本発明の第３の実施形態における液晶表示装置
の構成を示す断面図である。
【図４】本発明の第４の実施形態における液晶表示装置
の構成を示す断面図である。
【図５】本発明の第５の実施形態における液晶表示装置
の構成を示す断面図である。
【図６】図６（ａ）は、本発明の第６の実施形態におけ
る液晶表示装置の構成を示す断面図、図６（ｂ）は、本
発明の第６の実施形態における液晶表示装置の偏光板の
透過軸と四分の一波長板の光軸の配置を示す平面図であ
る。
【図７】図７は、本発明の第７の実施形態における液晶
表示装置の構成を、具体的に示す断面図である。
【図８】図８は、本発明の第７の実施形態における液晶
表示装置の構成を、具体的に示す平面図である。
【図９】図９（ａ）、（ｂ）は、本発明における画素電
極の形状を表す平面図である。
【図１０】図１０（ａ）、（ｂ）は、本発明における画
素電極の形状を表す平面図である。
【図１１】図１１（ａ）、（ｂ）は、本発明における画
素電極の形状を表す平面図である。
【図１２】図１２は、本発明における液晶表示装置の別
の構成を、具体的に示す断面図である。
【図１３】図１３は、図１２に示される本発明における
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液晶表示装置の別の構成を、具体的に示す平面図であ
る。
【図１４】図１４は、本発明における液晶表示装置のさ
らに別の構成を、具体的に示す断面図である。
【図１５】図１５は、図１４に示される本発明における
液晶表示装置のさらに別の構成を、具体的に示す平面図
である。
【図１６】図１６は、本発明における液晶表示装置のさ
らに別の構成を、具体的に示す断面図である。
【図１７】図１７は、図１６に示される本発明における
液晶表示装置のさらに別の構成を、具体的に示す平面図
である。
【図１８】図１８は、本発明における液晶表示装置のさ
らに別の構成を、具体的に示す断面図である。
【図１９】図１９は、図１８に示される本発明における
液晶表示装置のさらに別の構成を、具体的に示す平面図
である。
【図２０】図２０は、本発明の実施形態における液晶表
示装置の偏光板の透過軸と四分の一波長板の光軸の関係
を示す平面図である。
【図２１】図２１（ａ）は、従来の液晶表示装置の構成
を示す断面図であり、図２１（ｂ）は、従来の液晶表示
装置の構成を示す平面図であり、図２１（ｃ）は、従来
の液晶表示装置の他の構成を示す平面図である。
【符号の説明】
１０１  偏光板
１０２  四分の一波長板
１０３  透明性基板２
１０４  液晶層
１０５  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層
１０６  透明性基板１
２０１  偏光板
２０２  四分の一波長板
２０３  透明性基板２
２０４  液晶層
２０５  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層
２０６  透明性基板１
２０７  散乱性フィルム
３０１  偏光板
３０２  四分の一波長板
３０３  透明性基板２
３０４  液晶層
３０５  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層
３０６  透明性基板１
３０７  高分子分散型液晶
４０１  偏光板
４０２  四分の一波長板
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４０３  透明性基板２
４０４  液晶層
４０５  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層１
４０６  透明性基板１
４０７  散乱性フィルム
４０８  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層２
４０９  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層３
４１０  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層４
４１１  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層５
５０１  偏光板
５０２  四分の一波長板
５０３  透明性基板２
５０４  液晶層
５０５  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層１
５０６  透明性基板１
５０７  散乱性フィルム
５０８  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層２
５０９  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層３
５１０  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層４
５１１  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層５
６０１  偏光板
６０２  四分の一波長板
６０３  透明性基板２
６０４  液晶層
６０５  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層１
６０６  透明性基板１
６０７  散乱性フィルム
６０８  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層２
６１２  四分の一波長板
６１３  偏光板
６１４  偏光板６０１の透過軸
６１５  偏光板６１３の透過軸
６１６  四分の一波長板６１２の光軸
６１７  四分の一波長板６０２の光軸
７０１  偏光板
７０２  四分の一波長板
７０３  透明性基板２
７０４  液晶層
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７０５  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層１
７０６  透明性基板１
７０７  散乱性フィルム
７０８  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層２
７０９  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層３
７１０  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層４
７１１  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層５
７１２  共通電極
７１３  配向膜
７１４  液晶分子
７１５  画素電極
７１６  オーバーコート層
７１７  保護膜
７１８  遮光膜
７１９  半導体膜
７２０  ドレイン電極
７２０ａ  映像信号電極
７２１  ゲート絶縁膜
７２２  ゲート電極
７２２ａ  走査信号電極
７２３  ソース電極
７２４  スルーホール
９０１  偏光板
９０２  四分の一波長板
９０３  透明性基板２
９０４  液晶層
９０５  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層１
９０６  透明性基板１
９０７  散乱性フィルム
９０８  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層２
９０９  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層３
９１０  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層４
９１１  コレステリック液晶層からなるカラーフィルタ
ー層５
９１２  共通電極
９１３  配向膜
９１４  液晶分子
９１４ａ  上基板における液晶分子
９１５  画素電極
９１６  オーバーコート層
９１７  保護膜
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９１８  遮光膜
９１９  半導体膜
９２０  ドレイン電極
９２０ａ  映像信号電極
９２１  ゲート絶縁膜
９２２  ゲート電極
９２２ａ  走査信号電極
９２３  ソース電極
９２４  スルーホール
９２５  下基板における液晶の配向方向
９２６  上基板における液晶の配向方向
１００１  偏光板
１００２  四分の一波長板
１００３  透明性基板２
１００４  液晶層
１００５  コレステリック液晶層からなるカラーフィル
ター層１
１００６  透明性基板１
１００７  散乱性フィルム
１００８  コレステリック液晶層からなるカラーフィル
ター層２
１００９  コレステリック液晶層からなるカラーフィル
ター層３
１０１０  コレステリック液晶層からなるカラーフィル
ター層４ *
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*１０１１  コレステリック液晶層からなるカラーフィル
ター層５
１０１２  共通電極
１０１３  配向膜
１０１４  液晶分子
１０１５  画素電極
１０１６  オーバーコート層
１０１７  保護膜
１０１８  遮光膜
１０１９  半導体膜
１０２０  ドレイン電極
１０２１  ゲート絶縁膜
１０２２  ゲート電極
１０２３  ソース電極
１０２４  スルーホール
１０２５  下基板における液晶の配向方向
１０２６  上基板における液晶の配向方向
１１０１  偏光板の透過軸の方向
１１０２  四分の一波長板の光軸の方向
１２０１  カラーフィルター基板
１２０２  共通電極
１２０３  配向膜
１２０４  画素電極
１２０７  下側基板（ＴＦＴ基板）
１２１７  スリット

【図１】 【図２】 【図１７】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１８】 【図１９】

【図２０】
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/KA05 2H090/MA02 2H090/MA10 2H090/MA14 2H091/FA02Y 2H091/FA08X 2H091/FA11X 2H091
/FA12X 2H091/FA31X 2H091/FB02 2H091/FD06 2H091/JA02 2H091/JA10 2H091/LA12 5C094/AA06 
5C094/AA08 5C094/AA10 5C094/AA12 5C094/AA13 5C094/AA43 5C094/AA48 5C094/AA53 5C094
/BA03 5C094/BA43 5C094/BA44 5C094/BA48 5C094/CA19 5C094/CA24 5C094/DA01 5C094/DA03 
5C094/DA13 5C094/DB01 5C094/DB04 5C094/EA04 5C094/EA05 5C094/EB02 5C094/ED03 5C094
/ED13 5C094/ED14 5C094/FA01 5C094/FA02 5C094/FB12 5C094/FB14 5C094/FB15 5C094/GA10 
5C094/JA09 5G435/AA02 5G435/AA03 5G435/AA04 5G435/AA17 5G435/BB12 5G435/BB15 5G435
/CC09 5G435/CC12 5G435/DD03 5G435/DD11 5G435/EE25 5G435/FF05 5G435/FF06 5G435/GG12 
5G435/HH01 5G435/HH12 5G435/HH13 5G435/HH14 5G435/KK05 2H189/AA04 2H189/HA12 2H189
/HA16 2H189/JA05 2H189/LA14 2H189/LA16 2H189/LA17 2H191/FA03Y 2H191/FA03Z 2H191/FA08Y 
2H191/FA13Y 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA30X 2H191/FA30Z 2H191/FA31Y 2H191/FA31Z 
2H191/FA38Z 2H191/FA42X 2H191/FA81Z 2H191/FA94Y 2H191/FA95Z 2H191/FB05 2H191/FB12 
2H191/FC02 2H191/FC10 2H191/FC32 2H191/FC33 2H191/FD09 2H191/FD12 2H191/FD20 2H191
/FD29 2H191/FD35 2H191/GA04 2H191/GA05 2H191/GA10 2H191/GA12 2H191/GA15 2H191/GA19 
2H191/GA22 2H191/GA23 2H191/HA06 2H191/HA11 2H191/HA12 2H191/HA18 2H191/HA20 2H191
/HA34 2H191/HA35 2H191/HA37 2H191/JA02 2H191/KA02 2H191/KA06 2H191/LA13 2H191/LA15 
2H191/LA22 2H191/LA24 2H191/LA25 2H191/LA26 2H191/LA31 2H191/LA33 2H191/LA40 2H191
/MA10 2H191/MA11 2H191/NA73 2H191/NA76 2H191/NA78 2H191/PA44 2H191/PA45 2H290/AA04 
2H290/AA15 2H290/AA35 2H290/AA67 2H290/AA85 2H290/BA13 2H290/BA66 2H290/BB25 2H290
/BB83 2H290/BB84 2H290/BF13 2H290/BF24 2H290/BF25 2H290/BF52 2H290/CA03 2H290/CA12 
2H290/CA46 2H290/CA51 2H290/CB12 2H290/CB33 2H291/FA03Y 2H291/FA03Z 2H291/FA08Y 
2H291/FA13Y 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FA30X 2H291/FA30Z 2H291/FA31Y 2H291/FA31Z 
2H291/FA38Z 2H291/FA42X 2H291/FA81Z 2H291/FA94Y 2H291/FA95Z 2H291/FB05 2H291/FB12 
2H291/FC02 2H291/FC10 2H291/FC32 2H291/FC33 2H291/FD09 2H291/FD12 2H291/FD20 2H291
/FD29 2H291/FD35 2H291/GA04 2H291/GA05 2H291/GA10 2H291/GA12 2H291/GA15 2H291/GA19 
2H291/GA22 2H291/GA23 2H291/HA06 2H291/HA11 2H291/HA12 2H291/HA18 2H291/HA20 2H291
/HA34 2H291/HA35 2H291/HA37 2H291/JA02 2H291/KA02 2H291/KA06 2H291/LA13 2H291/LA15 
2H291/LA22 2H291/LA24 2H291/LA25 2H291/LA26 2H291/LA31 2H291/LA33 2H291/LA40 2H291
/MA10 2H291/MA11 2H291/NA73 2H291/NA76 2H291/NA78 2H291/PA44 2H291/PA45

外部链接 Espacenet

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5e87dbb6-9e4e-4b2f-8396-64951ea01dc4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018651973/publication/JP2001324710A?q=JP2001324710A


摘要(译)

解决的问题：提供一种明亮的液晶显示装置，该显示装置能够容易地以
高对比度在宽视角和窄视角之间切换，而无需增加诸如光致抗蚀剂工艺
的复杂工艺并且需要高粘合技术。 提供。 此外，在这样的液晶显示装置
中，提供了一种液晶显示装置，其中抑制了颜色不均匀的发生并且抑制
了由于光引起的劣化。 包括至少一个胆甾型液晶层的滤色器层105布置
在液晶单元内部。 结果，与用于驱动液晶的布线的对准变得非常容易，
并且可以增加开口率。 此外，通过安装/拆卸散射膜207或打开/关闭分散
有聚合物的液晶307，可以轻松地在宽视角和窄视角之间切换，并且可以
在不指定液晶取向方向的情况下打开/关闭光。 因此，可以自由地使用高
速切换的液晶模式。 此外，由于可以有效地利用传统上已被偏振板切断
的光，因此可以进行明亮的显示，并且与传统情况不同，彩色滤光片不
吸收光，因此可以抑制由于光引起的劣化。


